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祭りが終盤にさしかかり、ニニギノ命とコノハナサクヤ

姫から託されたたいまつを持った伝令が走り、稲荷山古墳

に眠るオワケノ臣を目覚めさせます。ステージに上がった
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ージを伝えると、祭りはフィナーレを迎えました。
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施
　
　
政
　
　
方
　
　
針

工藤　正司市長

○
地
域
活
性
化
委
員
会
を
設
置
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
地
域
に
合
っ
た
ま
ち
お
こ
し
を
展
開

○
高
齢
者
の
力
を
お
借
り
し
、行
田
の
歴
史
や
文
化
な
ど
、

い
い
と
こ
ろ
を
学
べ
る
寺
子
屋
を
開
校

新
し
い
行
田
を
創
り
ま
す

も
っ
と
も
っ
と
元
気
な
行
田
を
創
り
ま
す

○
情
報
公
開
の
も
と
、
市
財
政
の
棚
卸
し
と
徹
底
し
た

事
務
事
業
の
見
直
し

○
女
性
の
行
財
政
改
革
審
議
官
を
設
置

市民
参加で
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先
般
行
わ
れ
た
行
田
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
、
市
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
に

存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
寄
せ
ら
れ
た
期
待
の

大
き
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

私
は
、
選
挙
ま
で
の
半
年
余
り
の
間
、
市

内
全
域
を
く
ま
な
く
歩
き
な
が
ら
市
民
の
皆

様
か
ら
市
政
に
対
す
る
様
々
な
ご
意
見
を
聴

か
せ
て
い
た
だ
き
、
市
政
に
寄
せ
る
熱
い
ま

な
ざ
し
を
感
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
意
見
が

反
映
さ
れ
、
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
も
の
、

ま
さ
に
「
市
民
が
主
役
」
の
も
の
で
あ
り
、

行
政
主
導
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
市
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

さ
ら
な
る
情
報
公
開
に
努
め
、
透
明
で
信
頼

さ
れ
る
市
政
を
推
進
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆

様
の
参
画
を
い
た
だ
き
、
市
民
主
導
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
日
本
経
済
に

お
き
ま
し
て
は
、
景
気
回
復
傾
向
と
言
わ
れ

な
が
ら
も
、
地
方
経
済
が
こ
れ
を
実
感
す
る

ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
行
田
市
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
地
方
分
権
に
よ
り
行

田
市
の
自
主
性
や
自
立
性
が
求
め
ら
れ
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

行
田
市
は
、
輝
か
し
い
歴
史
・
文
化
・
伝

統
の
あ
る
「
埼
玉
県
名
発
祥
の
地
」
で
す
。

世
の
中
が
日
々
急
速
に
変
化
す
る
今
日
に

あ
っ
て
、
そ
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な

く
進
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
基

礎
と
な
る
先
人
の
残
し
た
行
田
の
歴
史
・
文

化
・
伝
統
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
、
20
年

後
、
50
年
後
の
行
田
市
の
進
む
べ
き
姿
を
市

民
の
皆
様
に
お
示
し
す
べ
き
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
進
む
べ
き
姿
を
お
示
し
す

る
こ
と
が
、
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
夢

の
実
現
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

市
民
の
皆
様
の
間
に
漂
っ
て
い
る
閉
塞
感
を

打
破
し
、
元
気
な
行
田
を
創
る
源
と
な
り
、

「
個
性
あ
ふ
れ
る
行
田
ら
し
さ
」
が
き
ら
り
と

光
る
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
子
育
て
支
援
へ
の
対
応
、

教
育
の
拡
充
、
中
心
市
街
地
や
産
業
の
活
性

化
、
環
境
対
策
、
行
財
政
改
革
な
ど
山
積
す

る
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
情
熱
を
持
っ
て
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政
に
対

す
る
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
行
田
を
創
り
ま
す

○
市
内
50
カ
所
を
目
標
に
子
育
て
支
援
室
を
設
置

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
介
護
員
登
録
制
度
を
創
設
し
、

在
宅
介
護
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

未
来
の
行
田
を
担
う
子
ど
も
を
育
て
ま
す

○
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
教
育
力
で
将
来
を
担
う

行
田
っ
子
を
育
成

○
ル
ー
ル
を
守
る
子
、あ
い
さ
つ
の
で
き
る
子

を
育
成

資
源
を
活
用
し
た
行
田
を
創
り
ま
す

○
既
存
施
設
の
総
点
検
と
有
効
活
用

○
行
田
の
歴
史
や
文
化
な
ど
、
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を

最
大
限
に
活
用

市
長
就
任
に
あ
た
っ
て
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重
要
文
化
財
と
は
、
日
本
に
所
在
す
る
美
術

工
芸
品
な
ど
で
学
術
的
に
特
に
重
要
な
も
の

を
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
国
が
指
定
し
た

文
化
財
の
こ
と
で
す
。
国
の
文
化
審
議
会
が
毎

年
一
回
選
定
し
、
こ
の
答
申
を
受
け
文
部
科
学

大
臣
が
指
定
し
ま
す
。

重
要
文
化
財
の
中
で
さ
ら
に
優
れ
た
も
の
が

国
宝
と
な
り
ま
す
。
現
在
県
内
の
重
要
文
化
財

は
66
件
あ
り
、
行
田
市
で
は
荒
木
天
洲
寺

て
ん
し
ゅ
う
じ

の
鎌

倉
時
代
の
聖
徳
太
子
像
と
酒
巻
14
号
墳
出
土
埴

輪
の
２
件
と
な
り
ま
す
。

酒
巻
14
号
墳
は
、
古
墳
時
代
後
期
（
６
世
紀

末
ご
ろ
）
に
築
か
れ
た
直
径
42
ｍ
の
円
墳
で
、

１
９
８
７
年
の
発
掘
調
査
の
結
果
、
す
で
に
墳

丘
は
削
平
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
古
墳
の
ま
わ

り
か
ら
は
多
数
の
埴
輪
が
出
土
し
ま
し
た
。
今

回
、
人
物
埴
輪
10
点
、
馬
形
埴
輪
４
点
、
円
筒

埴
輪
79
点
、
朝
顔
形
円
筒
埴
輪
２
点
の
合
計
95

点
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

馬
形
埴
輪
の
一
つ
は
、
鞍
の
後
ろ
に
屈
曲
し

て
伸
び
る
旗
竿

は
た
ざ
お

が
つ
き
、
そ
こ
に
旗
が
挿
入
さ

れ
る
造
形
で
日
本
唯
一
の
も
の
で
す
（
写
真

右
）。
朝
鮮
半
島
や
日
本
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る

用
途
不
明
の
「
蛇
行
状
鉄
器

だ
こ
う
じ
ょ
う
て
っ
き

」
が
、
こ
の
埴
輪

の
発
見
に
よ
っ
て
旗
竿
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
男
性
の
埴
輪
は
手
先
ま

で
隠
れ
る
長
袖
の
衣
服
を
着
て
お
り
、
当
時
の

朝
鮮
半
島
の
風
俗
を
表
し
て
い
ま
す
（
写
真

左
）。
こ
れ
ら
大
陸
か
ら
の
文
化
を
示
す
特
色
あ

る
造
形
は
数
多
い
埴
輪
の
中
で
も
例
が
な
く
、

わ
が
国
の
古
墳
時
代
の
習
俗
を
知
る
上
で
特
に

学
術
的
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、
指
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。（
平
成
19
年
３
月
16
日
答
申
）

酒
巻
15
号
墳
は
、
14
号
墳
の
東
約
１
０
０
ｍ

の
場
所
に
位
置
す
る
古
墳
時
代
後
期
（
６
世
紀

後
半
ご
ろ
）の
全
長
34
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
す
。

１
９
８
８
年
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

や
は
り
墳
丘
は
削
平
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
石

室
入
り
口
付
近
の
堀
の
中
か
ら
、
多
数
の
埴
輪

が
出
土
し
ま
し
た
。

重
要
文
化
財
と
は

重
要
文
化
財

酒
巻
14
号
墳
出
土
埴
輪

こ
の
ほ
ど
、
酒
巻
14
号
墳
か
ら
出
土
し

た
埴
輪
が
、
新
た
に
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

利
根
川
右
岸
の
酒
巻
地
区
は
、
現
在
一

面
に
田
園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
地
下

に
は
多
く
の
古
墳
が
埋
没
し
て
眠
っ
て
い

ま
す
。
現
在
ま
で
に
23
基
の
古
墳
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
が
酒
巻
14
号
墳

で
す
。
ま
た
隣
接
す
る
酒
巻
15
号
墳
の
出

土
埴
輪
も
埼
玉
県
指
定
文
化
財
と
な
り
、

市
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
埴
輪
が
高
い
評
価

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
２
つ
の
古
墳
か
ら
出
土
し

た
埴
輪
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

酒
巻
15
号
墳
出
土
埴
輪

酒巻14号墳出土埴輪

利
根
川

利
根
川

北河原公民館北河原公民館

県道羽生妻沼線

県道羽生妻沼線

利
根
川

北河原公民館

県道羽生妻沼線酒巻古墳群酒巻古墳群
　　　の範囲　　　の範囲
酒巻古墳群
　　　の範囲

北河原小学校北河原小学校北河原小学校

    総合福祉会館総合福祉会館
「やすらぎの里」「やすらぎの里」
  総合福祉会館
「やすらぎの里」

排水機場排水機場排水機場

酒巻酒巻1414号墳号墳酒巻14号墳 酒巻酒巻1515号墳号墳酒巻15号墳
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酒巻地区に埋もれた古墳があることが知られるよう

になったのは、昭和３０年代ごろからで、１９６３年発

行の『行田市史上巻』には野畑
の ば た

古墳（後に酒巻５号墳

と改称）が紹介されています。

１９６８年にこの地区でほ場整備が行われた際には、

３基の古墳（酒巻１～３号墳）が発見・調査され、前

方後円墳であった１号墳から馬形埴輪など多数の埴輪

が出土して注目されました。（馬形埴輪は現在県立さき

たま史跡の博物館で展示中）

１９８２～８７年まで土地改良事業が行われると、多

くの古墳（酒巻６～２３号墳）が埋もれていることが

わかり、この一連の発掘調査で今回指定された１４、

１５号墳出土埴輪を始め、前方後円墳であった８号墳

から須恵器の大甕
おおがめ

を使った墓前
ぼ ぜ ん

祭祀
さ い し

（郷土博物館で展

示中）が発見されるなど、相次いで貴重な発見があり、

大きな成果がありました。

その後、１９９２年に農道整備に伴って酒巻２１号墳

が再び調査され、この調査では横穴式石室と墓前祭祀

が発見され、金環
きんかん

、管玉
くだたま

などの遺物が出土しています。

これ以降酒巻古墳群の調査は行われていませんが、

近年住宅などの工事に伴う調査で、現在の酒巻の人家

のある場所の地下に、古墳群と同じ時期と思われるム

ラの跡があるらしいことが分かってきました。今後の

調査で、古墳群と古墳を築いた人々のムラの様子が、

より明らかになることが期待されます。

酒巻地区は中世の文書に「酒牧」と記されているこ

とから馬の牧場があった可能性が考えられるほか、明

治ごろまでは利根川の河岸場
か し ば

として栄えていました。

こうしたことから、古墳時代にもこの地域に利根川の

港があり、そこで荷物が陸揚げされ、馬で各地に送ら

れていた可能性も考えられています。

酒巻古墳群調査のあゆみ

第
18
回
テ
ー
マ
展

「
は
に
わ
―
酒
巻
古
墳
群
の
世
界
―
」

▼
日
時

６
月
30
日
（土）
〜
９
月
２
日
（日）

郷
土
博
物
館
で
は
、
重
要
文
化
財
酒

巻
14
号
墳
出
土
品
を
中
心
に
、
行
田
市
の

埴
輪
を
一
堂
に
集
め
て
展
示
し
ま
す
。

人
物
や
馬
を
造
形
し
た
形
象
埴
輪
は
古

墳
時
代
の
関
東
地
方
で
大
流
行
し
ま
し

た
。
酒
巻
古
墳
群
か
ら
の
出
土
品
を
中

心
に
、
古
代
の
埴
輪
文
化
を
紹
介
し
ま

す
。

「
さ
い
た
ま
の
古
墳
と
埴
輪
」

▼
日
時

７
月
22
日
（日）
午
後
１
時
30
分
〜

▼
講
師

塩
野
博
さ
ん（
埼
玉
考
古
学
会
会
長
）

「
古
代
の
馬
と
馬
文
化
」

▼
日
時

８
月
19
日
（日）
午
後
１
時
30
分
〜

▼
講
師

末
崎
真
澄
さ
ん

（
馬
の
博
物
館
学
芸
部
長
）

▼
場
所

郷
土
博
物
館
講
座
室

▼
定
員

各
１
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話
で

郷
土
博
物
館
へ

５
５
４
│
５
９
１
１

重
要
文
化
財
指
定

開
館
20
周
年
記
念
展

記
念
講
演
会

埼
玉
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
は

大
刀

た

ち

形
埴
輪
３
点
、鞆と

も

形
埴
輪
２
点
、
靫ゆ

ぎ

形
埴
輪

１
点
、
円
筒
埴
輪
３
点
な
ど
で
す
。

大
刀
形
埴
輪
（
写
真
左
）
は
古
墳
時
代
の
刀

を
表
し
て
お
り
、
装
飾
も
リ
ア
ル
に
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
矢
を
入
れ
背
に
負
う
武
具
を

表
し
た
靫
形
埴
輪
（
写
真
中
央
）、
弓
を
引
く

と
き
腕
に
巻
く
武
具
を
造
形
し
た
鞆
形
埴
輪

（
写
真
右
）
も
あ
り
、
こ
れ
ら
武
器
・
武
具
の

詳
細
な
造
形
は
県
内
の
数
多
い
埴
輪
の
中
に
あ

っ
て
特
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
指
定
さ
れ

ま
し
た
。（
平
成
19
年
３
月
９
日
指
定
）

▼
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課

５
５
３
│

３
５
８
１

酒巻15号墳出土埴輪
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市では、都市計画の円滑な推進を図るため、都市計

画法第７７条の２の規定に基づき、行田市都市計画審議

会を設置しています。

都市計画とは、土地の利用や建物の建て方のルール、

道路や公園などに関する計画を定めて、都市の将来像

を決定するものであり、都市計画審議会は、市長から

の諮問を受け、これらの事項について調査および審議

する機関です。

このたび、委員の任期満了に伴い、行田市都市計画

審議会条例第２条第４号に定める市民の委員を、次の

とおり募集します。

応募資格 満２０歳以上で、本市に住民登録して１年

以上在住しており、都市計画について関心のある方で、

平日昼間の会議に出席できる方。ただし、次に掲げる

方は応募できません。

(１)応募日現在において、すでに本市の他の審議会な

どの委員になっている方

(２)市職員および市議会議員

募集人数 ２人

任　　期 委嘱した日から２年間

開催回数 市長の諮問に応じて開催

応募方法 応募理由・市の都市計画に関する考えなど

について８００字程度にまとめ、住所・氏名・年齢・

性別・電話番号を記入した書類（自由様式）を持参ま

たは郵送にて提出してください。

申し込み 〒３６１―８６０１　行田市本丸２―５　行

田市役所まちづくり推進課内「都市計画審議会の委員

募集」係

締め切り ６月２９日（金）必着

選考方法 書類審査を行い決定します。なお、結果は

全員に通知します。

問い合わせ まちづくり推進課計画担当（内線３５５・３５９）

行田市都市計画審議会の
委員を募集します

古代蓮の里　ホタル観賞会

「古代蓮の里ホタルの会」では、市と協働で古代蓮の里に

ヘイケボタルの幼虫を放流し育てています。

ホタルの飛び交う様子を多くの皆さんにご覧いただくため、

次の日程で観賞会を開催します。当日は、ホタルの会会員が

ご案内します。夏の夜のひとときをホタルでお楽しみください。

日時　６月２９日（金）・３０日（土）、７月１日（日）・１５日

（日）午後７時～

場所 古代蓮の里 ホタルの島周辺　

お願い　ホタルにフラッシュや懐中電灯の光を当てないで

ください。ホタルを捕らないでください。

※ホタルは６月中旬から７月下旬まで、晴れた風のない日

の午後７時３０分から８時３０分ごろによく飛びます。

問い合わせ 古代蓮の里ホタルの会

会長徳重宅 ５５６―０１６５

またはまちづくり推進課公園担当

（内線３５３）

古代蓮の里では、蓮の開花時期に合わせ、６月１６日から

８月１２日までの間、駐車場が有料になります。

市民の皆さんは、配布する駐車券を提示することにより、

駐車場を無料でご利用になれます。駐車券を携帯していない

場合は有料になりますので、ご注意ください。

有料期間 ６月１６日（土）～８月１２日（日）

有料時間 午前５時～午後３時

駐車料金 普通・小型・軽自動車１台あたり５００円、乗合

型自動車１台あたり１,５００円　※障害者手帳をお持ちの

方、自転車・自動二輪車をご利用の方は無料となります。

問い合わせ まちづくり推進課公園担当（内線３５３・３５４）

古代蓮の里駐車場が有料になります

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
　

こ
の
ほ
ど
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
が
発
表

さ
れ
、
行
田
市
か
ら
は
黒
沢
清
二
氏
が
瑞
宝
双
光
章
に
、

ま
た
、
石
塚
郁
雄
氏
、
出
川
宗
市
氏
が
瑞
宝
単
光
章
に

輝
き
ま
し
た
。

瑞宝単光章
出 川　宗 市 氏
（７１歳・谷郷）

瑞宝単光章
石 塚　郁 雄 氏
（６６歳・城西）

瑞宝双光章
黒 沢　清 二 氏
（７６歳・西新町）
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６月１６日（土）、庁舎内電源設備工事

のため、証明書自動交付機（市役所１階

ロビー）を休止します。ご不便をおか

けしますが、よろしくお願いたします。

問い合わせ 広報広聴課情報担当

（内線３２２）

自動交付機休止のお知らせ

受付期間 ７月１７日（火）～２７日

（金）（土・日曜日を除く）

受付場所 契約検査課　

受付方法 書類申請

受付業務 建設工事、設計・調査・

測量、土木施設維持管理

※なお、詳細については今後市ホー

ムページに掲載します

問い合わせ 契約検査課（内線２１３・

２１４）

平成１９・２０年度　
建設工事請負等入札参加資格
審査申請の追加受け付け

市役所では、職員の服装をノーネク

タイにするなど夏の軽装化を実施しま

す。これは、勤務能率の向上を図ると

ともに冷房温度を引き上げることによ

る省エネルギーを目的に実施するもの

です。

皆さんのご理解をお願いします。

実施期間 ６月～９月

問い合わせ 人事課（内線２０９）

夏の軽装化を実施します

ご不便を
おかけします

公用車を公売します

市では、これまで市長などが公用車として使用してきた車を一般競争入

札で公売します。あらかじめ定めた最低売却価格以上で、最も高い価格を

つけた方を購入者に決定します。

入札案内書に詳しい内容が記載されていますので、入札を希望される方

は、確認のうえ申し込みください。

入札対象車両

入札参加受付・入札対象車両の公開

○受付・公開日時　６月１１日（月）～２０日（水）午前９時～午後５時

（土、日曜日の受付・公開は、６月１５日（金）までに予約してください）

※「入札案内書」は６月４日（月）から契約検査課で配布します。

○公開場所　市役所 西側車庫前

入札・開札の日時および場所

○日時　６月２７日（水）午後２時

○場所　市役所３階　３０５・３０６会議室　

問い合わせ 契約検査課（内線２１３・２１４）

光化学スモッグは、自動車の排気ガスや工場のばい煙などに含まれてい

る窒素酸化物や炭化水素などが、太陽の紫外線によって複雑な化学反応を

起こして発生するもので、人体や植物にいろいろな被害を与えます。

発生する時期は５月ごろから９月ごろまでで、まれに４月や１０月にも

発生することがあります。

朝から風が弱く、遠くの山や建物が、もやがかかったように見える日は

十分注意しましょう。

次のような症状を感じたら

・目がチカチカしたり痛いときは、洗眼しましょう

・のどの痛みを感じたときは、うがいをしましょう

予報・注意報などが発令されたら

・屋外での激しい運動は避けましょう

・目などに刺激を感じたら、すぐ屋内に入りましょう

・病弱な人・乳幼児・お年寄りなどは、健康な成人よりも被害を受けやす

いので、特に注意をしましょう

次のようなときは、すぐに医師の診察を受けましょう

・洗眼やうがいをしても良くならないとき

・呼吸困難やけいれんなどがあるとき

被害を受けた場合には、次の機関に連絡を

問い合わせ 環境課環境政策担当 ５５６―９５３０または埼玉県北埼玉

福祉保健総合センター ０４８０―６１―１２１８

トヨタ クラウン

車　　名

マジェスタ

車　種

平成１８年式 ９,４８０km ４,０５０,０００円

トヨタ クラウン マジェスタ 平成１２年式 ９１,１９７km １,２５０,０００円

年　　式 走行距離（H１９.５.７現在） 最低売却価格
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男女共同参画社会を実現するための施策の推進につい

て、必要な事項を審議するにあたり、幅広く皆さんのご

意見を反映するため、市民の方々から委員を募集します。

応募資格 満１８歳以上の市内在住・在勤・在学者で

応募日現在、本市の委員会などの委員でない方

募集人員 ３人

任　　期 ２年（年４回会議開催予定）

応募方法 住所・氏名・年齢・性別・電話番号および

応募動機２００字程度を記入した書類（様式自由）を

直接または郵送により提出してください。（〒３６１―

００３２ 行田市佐間３丁目２３番６号　行田市男女共

同参画推進センターＶＩＶＡぎょうだ）

締め切り ６月２９日（金）必着

選考方法 書類選考のうえ決定します。なお、結果は全

員にお知らせします。

問い合わせ 同センター ５５６―９３０１

市では、敬老事業の一環として、今年１２月３１日ま

でに結婚５０周年を迎えるご夫婦や、すでに結婚５０年

を経過したご夫婦に、お祝いの記念品を贈呈します。な

お、昨年まで（旧南河原村分を含む）に受領されている

方は除かれます。

対　　象 昭和３２年１２月３１日以前に結婚されたご夫婦　

※婚姻年月日は、挙式した日または婚姻届を提出した

日どちらでも可能です。

受付窓口 高齢者福祉課９番窓口

受付期間 ６月１日（金）～７月３１日（火）

※期間厳守でお願いします

申請方法 指定の申請用紙に記入し、受付窓口へ提出

してください。印鑑、戸籍謄本などは必要ありません。

代理申請は可能ですが、電話での申請はできません。

問い合わせ 高齢者福祉課高齢福祉担当（内線２２３）

幼稚園が行う子育て支援事業

市内に所在する私立幼稚園では、幼

稚園の施設や幼児教育機能を広く地域

に開放し、地域における幼児教育セン

ターとしての役割を果たすよう、次の

子育て支援事業を実施しています。

事業名 未就園児の保育事業

園庭・園舎の開放事業　など

※詳細については、各幼稚園へ問い合わ

せください。

申し込み・問い合わせ

・老本幼稚園　　　　 ５５３―２７７１

・行田幼稚園　　　　 ５５４―５１６９

・富士見ヶ丘幼稚園　 ５５６―７４９４

・ホザナ幼稚園　　　 ５５５―２３０１

・まつたけ幼稚園　　 ５５４―７３４８

・南河原幼稚園　　　 ５５７―０２３４

・やごう幼稚園　　　 ５５４―５７５２

・やなぎ幼稚園　　　 ５５９―１００１

行田市地域包括支援センター運営協議会の委員を募集します

市では、平成１８年４月１日、市内４カ所に地域包括支援センターを
設置しましたが、センターの適切な事業運営を図る必要があることから、
毎年度運営協議会を開催し、事業計画および事業報告の検証、評価を行
っています。
つきましては、皆さんのご意見を反映するため、市民の方々からこの

運営協議会の委員を募集します。
応募資格 本市に住所を有し、平日昼間の会議に出席できる方。ただ
し、次に掲げる方は応募できません。
（１）応募日現在、すでに本市の審議会などの委員になっている方
（２）市職員および市議会議員
募集人員
・６５歳以上の市民（平成１９年４月１日現在、行田市介護保険の第
１号被保険者）…１人
・４０歳以上６５歳未満の市民（平成１９年４月１日現在、行田市介護
保険の第２号被保険者）…１人

任　　期 平成１９年７月委嘱状交付日から平成２１年３月３１日（年
２回協議会開催を予定）
応募方法 住所・氏名・年齢・電話番号を記入した書類（様式自由）
を持参または郵送により提出してください。（〒３６１―８６０１　行田
市本丸２―５　行田市役所高齢者福祉課）
締め切り ６月２９日（金）必着
選考方法 ７月３日（火）午後２時３０分から市役所２０３会議室で公
開抽選会を実施します。
問い合わせ 高齢者福祉課（内線２２５・２７８）
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小学校修了前のお子さんを育てている方へ　
児童手当の請求はお済みですか

児童手当は、小学校修了前の児童を養育し、所得が一
定額未満の方に支給されます。
※外国人の方も要件を満たせば受けられます。
※公務員の方は勤務先へ申請してください。

手当の金額
●０歳から２歳までのお子さん…１人につき月額１万円
●３歳の誕生日の翌月から１２歳の年度末までのお子さ
ん…【第１子、第２子】１人につき月額５千円【第３
子以降】１人につき月額１万円
※１８歳の年度末を迎えるまでのお子さんの中で何番
目のお子さんにあたるかで支給額が変わります

支給の時期
手当は年３回、２月・６月・１０月にそれぞれ前月分

までが、まとめて支給されます。※申請した月の翌月分
から支給されます
申請（認定請求）の手続きについて
子育て支援課へ認定請求書を提出してください。請求

書は窓口にあります。
お持ちいただくもの
・印鑑

・請求者名義の金融機関（郵便局を除く）の通帳
・請求者の健康保険証
・平成１９年１月１日現在、市外にお住まいだった方は、
その市町村発行の平成１９年度児童手当用所得証明書
（６月中旬以降でないと発行できない場合もありますの
で、それぞれの市町村に確認してください）
※過去に所得制限により非該当になった方でも、その後
の所得額の変動などにより該当になる場合があります
ので、新たに認定請求をしてください。
児童手当現況届について
現在、児童手当を受けている方は、毎年６月中に児童

手当現況届を提出しなければなりません。この届は毎年
６月１日時点における状況を記載し、児童手当を６月分
以降引き続き受ける要件があるかどうかを審査するため
のものです。子育て支援課から現況届用紙を送付（６月
初旬ごろ）しますので、必要書類をそろえて提出してく
ださい。
この届の提出がない、または不備がある場合は、６月

分以降の手当の支給が差し止められますのでご注意くだ
さい。
問い合わせ 子育て支援課（内線２６２）

埼玉県子育て家庭優待制度

「パパ・ママ応援ショップ事業」がスタート「パパ・ママ応援ショップ事業」がスタート
市では現在、子育て家庭優待制度「浮き城のま

ち・子育てジョイ事業」を実施していますが、この
たび埼玉県においても子育て家庭優待制度「パパ・
ママ応援ショップ事業」がスタートしました。

事業の実施期間 平成２２年３月３１日まで
事業の内容 妊娠中の方や中学生までのお子さん
がいるご家庭に優待カードを配布し、利用者が協
賛ステッカーを掲げる県内全域の店舗・施設に優
待カードを提示することで、その店舗・企業の定
めた優待が受けられる制度です。
優待カードの配布 市役所子育て支援課６番窓口
で配布しています。また、保健センターでは母子
健康手帳と一緒に配布しています。（市内の保育
園・幼稚園・小中学校に在園、在学する児童生徒
のいる家庭には配布済みです）
協賛店舗や優待の内容 協賛店舗などには、協賛
ステッカーが掲示されています。協賛ステッカー
には、各協賛店舗などの優待の内容が記載されて

います。また、県ホームページにも協賛店舗・優
待内容などの情報が掲載されています。

協賛店舗などを募集しています
協賛店舗などを随時募集しています。協賛申込書

を子育て支援課まで郵送、FAX、Ｅメールのいずれ
かの方法でお送りいただくか、直接持参してくださ
い。協賛申込書は、子育て支援課に備えてあります。
また、県ホームページからもダウンロードできます。
※市子育て家庭優待制度「子育てジョイ事業」も引
き続き実施しています。協賛店舗などには協賛ス
テッカーが掲示してあります。ぜひご利用くださ
い。また協賛店舗も引き続き募集していますので、
ぜひお申し込みください。

問い合わせ
子育て支援課（内線２６２）
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すべての国民が犯罪の防止と罪を犯した人たちの

更生について理解を深め、犯罪や非行のない明るい

社会を築こうとする全国的な運動です。

市では、月間中、保護司会を中心に、行田警察署、

更生保護女性会、民生委員･児童委員連合会、少年

非行防止連絡会、ＢＢＳ会、薬物乱用防止推進協議

会、自治会連合会、社会福祉協議会、青少年育成推

進員、ＰＴＡおよび青少年育成会などの協力を得て、

市内全域で広報活動を展開し、市民の皆さんの理解

を深め、犯罪のない明るい行田市をつくるための運

動を行います。

「社会を明るくする運動」集会

日　　時 ７月３日（火）午後１時３０分

場　　所 教育文化センター「みらい」文化ホール

問い合わせ 福祉課（内線２６７）

７月は「社会を明るくする運動」
の強調月間です

日時 ７月７日（土）午前９時３０分～正午　 場

所 総合福祉会館「やすらぎの里」 受験資格 平

成１９年４月１日現在、満２０歳以上の方 試験内

容 筆記・読み取り・聞き取り・面接 ※手話通訳士

の資格を有する方または埼玉県の登録手話通訳者認

定試験に合格している方は面接のみ行います　 申

し込み 所定の申込用紙（顔写真貼付・縦４cm×

横３cm）に必要事項を記入し、福祉課に持参また

は郵送してください。※申込用紙は福祉課にありま

す　 締め切り ６月２９日（金）必着　 問い合わ

せ 福祉課障害福祉担当（内線２６６）または行田

市社会福祉協議会 ５５７―５４００

行田市登録手話通訳者選考試験

行田市水道事業では、毎月１回料金の休日納付窓

口および夜間納付窓口を開設していますが、６月か

らはこれらに加え、毎週火曜日に夜間納付窓口を開

設します。同時に支払方法についてのご相談も受け

付けます。ぜひご利用ください。

日時 ６月５日から毎週火曜日　午後５時１５分

～７時　

場所 水道庁舎（前谷１―１・西部配水場内）

問い合わせ 水道課業務担当 ５５３―０１３１　

夜間納付窓口増設のお知らせ

奇数月の第３日曜日に実施している、日曜結婚相

談の会場を７月（７月１５日）より男女共同参画推

進センター（ＶＩＶＡぎょうだ）研修室に変更します。

問い合わせ 生活課（内線２５２）

日曜結婚相談の会場が変わります

相談日 毎月第１火曜日　 場所 県加須保健所

（加須市南町５―１５） 対象 ひきこもり状態にあ

るおおむね１８歳以上の方およびその家族（明らか

な精神科などの病気や発達の問題の方は除く） そ

の他 相談は予約制です　 申し込み・問い合わせ

同所保健予防推進担当 ０４８０―６１―１２１７

ひきこもり専門相談

５月１５日、旧ソ連に抑留され、モンゴルで病死

した石井富太郎さん（旧荒木村）の遺骨が、６４年

ぶりに妻の石井千代さん、三女の澤田敏代さん（藤

原町在住）らのもとに帰りました。

石井さんは昭和１８年４月、３５歳の時に出征。

昭和２１年７月に病気で亡くなられました。今回の

遺骨特定は、国の行っている遺骨収集とＤＮＡ鑑定

の結果、石井さんの遺骨であることが確認され、家

族のもとに届けられたものです。遺骨を受け取った

妻の千代さんは感無量の様子でした。また、小学生

の時に別れて以来の父との再会となる澤田さんは

「母が元気なうちに帰ってきてくれたことが何より

うれしい」と話していました。

６４年ぶりに家族のもとへ

遺骨を受け取った妻の石井千代さん（左）と三女の澤田敏代さん（右）
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講習時間
午前：午前９時～正午　　午後：午後１時３０分～４時３０分　
夜間：午後７時～９時　　１日：午前９時～午後４時
定　　員 各コース２０人
受 講 費 テキスト代相当
申し込み方法 窓口受け付けは、６月２３日（土）午前１０時か
ら教育文化センター「みらい」文化ホールで行います。受講申
し込みは先着順とし各コース定員になり次第締め切ります。電
話による申し込みは、窓口で定員に満たなかった場合に限り、
午前１１時から受け付けます。
申し込み・問い合わせ 中央公民館 ５５６ー２６４９

パソコン講習会受講生募集

コース 日　　　　程 講習時間

① ７月１０日（火）・１１日（水）・１２日（木）・１３日（金） 午　後

② １１月２１日（水）・２２日（木）・２８日（水）・２９日（木） 午　前

【ワード初級】

コース 日　　　　程 講習時間

⑮ １０月２３日（火）・２４日（水）・２５日（木）・２６日（金） 午　前

⑯ １０月３０日（火）・３１日（水）、１１月１日（木）・２日（金） 午　後

【ホームページビルダー入門】

コース 日　　　　程 講習時間

⑰ １２月１日（土）・２日（日） １　日

⑱ １２月４日（火）・５日（水）・６日（木）・７日（金） 午　前

【年賀状作成】

コース 日　　　　程 講習時間

③ ７月２１日（土）・２２日（日） １　日

④ ８月２１日（火）・２２日（水）・２３日（木）・２４日（金） 午　後

⑤ １１月１３日（火）・１４日（水）・１５日（木）・１６日（金） 午　前

【ワード中級】

コース 日　　　　程 講習時間

⑪ ７月３１日（火）、８月１日（水）・２日（木）・３日（金） 午　後

⑫ ９月４日（火）・５日（水）・６日（木）・７日（金） 午　後

⑬ ９月１１日（火）・１２日（水）・１３日（木）・１４日（金） 午　前

⑭ １０月１３日（土）・１４日（日） １　日

【インターネット・Eメール】

コース 日　　　　程 講習時間

⑥ ７月２４日（火）・２５日（水）・２６日（木）・２７日（金） 午　後

⑦ １０月１６日（火）・１７日（水）・１８日（木）・１９日（金） 午　前

【エクセル初級】

コース 日　　　　程 講習時間

⑧ ８月２８日（火）・２９日（水）・３０日（木）・３１日（金） 午　前

⑨
９月１９日（水）・２１日（金）・２６日（水）・２８日（金）、
１０月３日（水）・５日（金）

夜　間

⑩ １１月６日（火）・７日（水）・８日（木）・９日（金） 午　後

【エクセル中級】

生後９１日以上の犬の飼い主は、その犬の一生に1回の
登録をして、鑑札の交付を受けること、また、毎年1回
狂犬病予防注射を受け、注射済票の交付を受けることが
法律によって義務付けられています。
狂犬病予防注射は特別な理由のない場合は、６月３０日

（土）までに受けることになっていますので、まだ注射を

受けていない場合はかかりつけの獣医で早めに受けてく
ださい。
また、注射を受けた後は必ず保健センターに獣医が発

行した注射済証を持参し、注射済票の交付（手数料５５０
円）を受けてください。なお、登録していない場合は、
別途登録手数料３,０００円が必要です。
問い合わせ 保健センター ５５３－００５３

狂犬病の予防注射はお済みですか

【水城公園・古代蓮の里　公園作業員】
資格 屋外作業ができる方で、おおむね６０歳未満

の方　 募集人員 ２人　 勤務時間 午前８時３０

分～午後５時　 日給 ７,５００円　 申し込み 市販

の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入のうえ、６月

２０日（水）までに人事課へ持参してください。面接

のうえ７月１日から採用します。 問い合わせ 人事

課（内線２０８）またはまちづくり推進課（内線３５３）

臨時職員の募集

食生活改善推進員養成講座

回 日　　　時 内　　　　容

１
６月２６日（火）
午後１時３０分～３時３０分

開講式 オリエンテーション
健康づくりと地区組織活動について

２
７月１１日（水）
午後１時３０分～３時３０分

食事を見直して家族みんなの健康づくり

３
８月２４日（金）
午後１時３０分～３時３０分

食品表示を読み取ろう！
食事バランスガイドって何？

４

５

９月３日（月）
午後１時３０分～３時３０分

あなどれないぞ!!歯周疾患
（正しい歯磨きの仕方知ってますか）

６

９月２０日（木）
午後１時３０分～３時３０分

バランスのとれた食事と献立の立て方を
学ぼう!

７

１０月ごろ
食改活動に参加しよう！
ふれあい健康福祉まつり

８

１１月１９日（月）
午後１時３０分～３時３０分

知っとく、納得メタボリック症候群

９

１２月４日（火）
午前９時３０分～午後２時３０分

バランスのとれた食事を作ろう！
（調理実習）

１０

１月２３日（水）
午後１時３０分～３時３０分

体にいいこと続けよう!!
（運動の話と実習）

２月６日（水）
午後１時３０分～２時３０分

食生活改善推進員の内容　　
まとめ
閉講式

※講師や会場などの都合により日時が変更になる場合がありますが、
ご了承ください。

※第２回、第４回、第７回、第９回は、健康講座と合同になります。

対　　象 自分自身のため、家族のため、地域の方のた

めに食生活改善推進員としてボランティア活動をする意

欲のある女性の方

費　　用 １,５００円（テキスト代・材料費）

場　　所 保健センターほか　

定　　員 ２０人

申し込み・問い合わせ ６月１９日（火）までに電話で保

健センターへ ５５３－００５３
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ＮＴＴ東日本では地球環境保護・資源の有効活用

のため古い電話帳のリサイクルを積極的に推進して

います。新しい電話帳を各家庭へ６月中にお届けし

ますので、その際古い電話帳を配達員へお渡しくだ

さい。

不在などで古い電話帳を回収できなかった方へは、

改めて回収に伺いますので、ご連絡ください。

問い合わせ タウンページセンタ ０１２０―５０６

―３０９

回収します！あなたの家の古い電話帳

開放日 毎週土曜日（年末年始・学校行事などで開放

できない日もあります） 開放時間 午前９時３０分～

午後４時　 利用内容 閲覧室の図書・新聞・雑誌、

コンピュータなどの利用 ※当面図書の貸し出しはで

きません　 利用方法 初回の来館時に、免許証また

は保険証などを提示して利用者登録をしてください。

利用無料 問い合わせ 同高校 ５５６―６２９１

県立進修館高等学校の図書館を
一般開放

毎
月
の
清
掃
活
動
で
地
域
貢
献
〜
テ
イ
・
エ
ス
テ
ッ
ク
株
式
会
社
〜

行田みなみ産業団地内にあるテイ・エステック株式会

社は、社内で設けたモラル活動計画の一つとして、モラ

ル活動推進委員会のメンバーを中心に４年前から毎月工

場周辺のごみ拾い清掃活動を行っています。

活動当初は工場内および周辺が主でしたが、工場敷地

の拡大を機に昨年からごみの投げ捨てが多い国道１７号

バイパスの中央分離帯などまで活動範囲を拡大しまし

た。工場長の馬場純一さんは「清掃活動により地域の人

から声をかけられるなどコミュニケーションが図られる

ようになった。社会に貢献することで各自が自信を持ち、

喜ばれる企業になりたい」と話します。参加している社

員も、みんながごみを捨てなくなればと楽しんで活動し

ています。皆さんも環境問題を考え、一人ひとりがモラ

ルをもって住みよい社会を築きましょう。

清掃活動を行う社員

起業家を応援します　創業支援セミナー＆創業定例個別相談会

行田商工会議所では、独立開業を目指す方または開業して
間もない方などを対象に、「創業支援セミナー＆創業定例個別
相談会」を次のとおり開催します。
創業に必要なノウハウが学べる内容となっています。この

機会を逃さず、夢の実現にチャレンジしてみてはいかがでし
ょうか。
●創業支援セミナー（短期集中講座）
日　　時 ６月９日（土）・１６日（土）午前９時３０分～午後

４時３０分
場　　所 商工センター４０４研修室
対　　象 独立開業を目指す方や創業に関心のある方で、

原則として２日間参加できる方
定　　員 ２０人（先着順）
受 講 料 ２,０００円

申し込み 電話またはFAXで行田商工会議所へ申し込みく
ださい。

●創業定例個別相談会（予約制）
日　　時

場　　所 行田商工会議所会議室
申し込み 事前に予約が必要となります。電話で行田商工

会議所へ申し込みください。
問い合わせ 行田商工会議所 ５５６－４１１１

FAX５５６－００５９

期　　日

第１回 ６月１６日（土）

時　　　　間

創業支援セミナー終了後～５時

第２回 ７月 ６日（金）

午前１０時～午後４時第３回 ９月 ７日（金）

第４回 １０月 ５日（金）

平成１９年度自衛官募集

防衛省では、次の通り採用予定者の受け付けおよび試験を行います。 ※日本国籍を有し、平成２０年４月１日現在１８

歳以上２７歳未満の男女（募集項目により、受付

開始日および年齢制限が異なります）

その他　６・７月入隊２等陸・海・空士募集中

問い合わせ・願書・資料請求　

自衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域事務所

〒３６０－００３７熊谷市筑波３－９０－１ 国際ビ

ル２階 ５２２－４８５５

募　集　項　目 受　　付　

防衛大学校学生（一般） ９月７日～９月２８日

〃　　　（推薦） ９月５日～９月 ７日

防衛医科大学校学生 ９月７日～９月２８日

試　　験　

１１月１０日・１１日

９月２３日・２４日

１１月 ３日・ ４日

看 　 護 　 学 　 生 ９月７日～９月２８日 １０月１４日　

航 　 空 　 学 　 生 ８月１日～９月 ７日 ９月２２日

一 般 曹 候 補 生 ８月１日～９月 ７日 ９月１７日

２ 等 陸 海 空 士 男 子 通　年　実　施 ９月１６日・２４日

〃 　 　 女 子 ８月１日～９月 ７日 ９月２４日・２５日
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《加須市》
タイトル 水と緑、初夏の日差しに誘われて…

「浮野の里・あやめ祭り」
内　　容 ハナショウブの観賞やクヌギ並木遊歩道での自然

散策、あやめ祭り名物の「女船頭さんの田舟」に
乗船することができます。ハナショウブが咲き乱
れ、昔ながらの田園風景が残る水の郷を楽しんで
ください。
○ハナショウブの観賞
○女船頭さんの田舟漕ぎ(田舟に乗船できます)
○農産物直売
○手作りのいがまんじゅう・やきそばなどの販売
※田舟の運行と簡単な販売（農産物、みそおでん
など）は、１１日～１６日（午前９時～午後３時）
も行います。（雨天中止）

日　　時 ６月１０日（日）・１７日（日）
午前９時～午後３時（両日とも小雨決行）

場　　所 浮野の里(多門寺・北篠崎地内)
主　　催 「浮野の里・葦の会」
問い合わせ 加須市市民活動支援課 ０４８０－６２－１１１１

（内線３４７）

《羽生市》
タイトル 羽生昔がたり第２３巻と合本を頒布
内　　容 人から人へと伝えられてきた昔がたりを、一冊の

本にまとめ上げた「羽生昔がたり」の第２３巻が
発刊されました。また、第１１巻から２０巻まで
をまとめた合本も同時に頒布します。ご家族でど
うぞご覧になってください。
・「羽生昔がたり」第２３巻（Ｂ５判）定価 ３００円
・「羽生昔がたり」合本（１１～２０巻）定価１,５００円

頒布場所 羽生市秘書広報課
問い合わせ 羽生市秘書広報課 ５６１－１１２１（内線２０３）

《騎西町》
タイトル あじさい祭り
内　　容 騎西城周辺から総合公園、玉敷公園までの「ふじ

とあじさいの道」には約１０,０００本の紫陽花が植

栽されており、梅雨時期には見事な花が咲きます。
また、各種イベントを開催しますので、ぜひお出
かけいただき、色とりどりの紫陽花とイベントを
お楽しみください。
期間中はキャッスルきさいで、あじさい祭り写

真コンクール、あじさい祭り俳句コンクール、昨
年のコンクールの入選作品を展示。また、１７日
(日)は玉敷公園で物産販売、農産物販売、抽選会、
ステージ発表などが開催されます。

日　　程 ６月１日（金）～３０日（土）
問い合わせ 騎西町役場産業建設課産業振興担当

０４８０－７３－１１１１（内線１６０）

《北辺川町》
タイトル ヤマモモの収穫とジャムづくり
内　　容 ライスパークでは、北川辺産の旬の食材を利用し

たふるさと料理の講習会を食材の収穫時期に合わ
せて実施します。

日　　時 ７月６日（金）午後１時３０分～４時
場　　所 ライスパーク
参 加 費 ２,０００円（材料費込み）
持 ち 物 エプロン、帽子（収穫作業のできる服装）
申し込み ７月３日（火）締め切り　※先着１０人
問い合わせ ライスパーク　 ０２８０－６２－４３４９

（月曜休館、月曜が祝日の場合は火曜休館）

《大利根町》
タイトル 祝！２周年　童謡のふる里温泉「１００

と ね

の湯」
内　　容 ８月２１日で２周年を迎えます。夏休みにはご家

族そろって温泉はいかがですか。
営業時間 午前１０時～午後８時（火曜休館、火曜が祝日の

場合は水曜休館）
利用料金 町内および栗橋町在住の方（それ以外の方）

０歳～ ３歳･･･無料（無料）
４歳～１２歳･･･２００円（４００円）
１３歳～６９歳･･･３００円（５００円）
７０歳以上･･･２００円（４００円）

問い合わせ 大利根町総合福祉会館 ０４８０－７２－５０６９

～でかけませんかとなりまち～

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
少
量
化

を
図
る
た
め
、
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
家
電
製
品

な
ど
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を
行
う
不
用
品

登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
品
物
無
料
）

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録
さ
れ
て

い
る
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
五
月
人
形
（
ケ
ー
ス
入
り
）
▽
ベ
ビ
ー
バ
ス

▽
五
段
飾
り
ひ
な
人
形
　
▽
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト

▽
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
　
▽
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
　
▽

ベ
ビ
ー
バ
ッ
グ
　
▽
冷
風
扇
　
▽
足
踏
付
ご
み

箱
　
▽
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
　
▽
学
習
机
（
い
す
な

し
）
▽
た
ん
す
（
７
段
）
▽
エ
レ
ク
ト
ー
ン
　
▽

和
式
食
卓
テ
ー
ブ
ル
　
▽
ム
ー
ト
ン
　
▽
ベ
ビ
ー

ダ
ン
ス
　
▽
フ
ァ
ッ
ク
ス

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
大
人
用
自
転
車
（
26
イ
ン
チ
ま
た
は
27
イ
ン
チ
）

▽
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
　
▽
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
０

歳
以
上
用
）
▽
空
気
清
浄
機
　
▽
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ

ー
ブ
ル
５
点
セ
ッ
ト
　
▽
電
子
ピ
ア
ノ
　
▽
ベ
ビ

ー
カ
ー
（
Ａ
型
・
Ｂ
型
兼
用
型
）

▽
ハ
ン
ド
プ

レ
ス
　
▽
バ
ギ
ー
　
▽
50
cc
原
付
バ
イ
ク
　
▽
手

押
し
式
車
い
す
　
▽
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
　
▽
子
供
用

自
転
車
（
16
イ
ン
チ
）
▽
子
供
用
二
段
ベ
ッ
ド

▽
掃
除
機
　
▽
全
自
動
ま
た
は
二
層
式
洗
濯
機

▽
ア
ル
ミ
製
車
い
す

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課

５
５
６
―
９
５
３

０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３
―
０
７
９
２

不
用
品
情
報
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平成１９年度から医療機関での受診となります。

検査方法 内診、細胞診 ※ただし、医師が必要と認

めた場合、子宮体がん検診を実施

対　　象 ２０歳以上の女性（受診は年度内に1回）

費　　用 ４００円、子宮体がんの検査も必要とな

った場合は１,０００円（７０歳以上は無料）

実施期間 ７月２日(月)～１０月３１日(水)

申し込み ６月１１日(月)から電話で保健センターへ

実施医療機関

保 健 案 内
保健センター　Tel.553－0053／Fax.555－2551

①食事を見直して家族みんなで健康づくり

自分の身体は誰も管理してくれません。自分が変われ

ば家族も変わります。「食事の選び方に迷う」「太らない

量を知りたい」などとお考えの方、この講座をきっかけ

にして、楽しく正しい食事を始めてみませんか。

日　　時 ７月１１日（水）午後１時３０分～３時

場　　所 保健センター　

対　　象 食事・栄養について関心のある方

定　　員 ３０人

申し込み ７月４日（水）までに保健センターへ

②体のバランス運動教室

足の筋力が低下すると小さな段差でもつまずきやすく

なり、転倒しやすくなります。また、骨密度が低下して

くると骨折の原因にもなります。足の筋力をアップして、

転ばない体、寝たきりにならない体を作りましょう。

日　　時 ７月６日（金）・２７日（金）、８月６日（月）

午前１０時～１１時３０分

内　　容 足の筋力アップおよびストレッチについての

講話・実習

場　　所 保健センター　

定　　員 ２５人（先着順）

持 ち 物 健康手帳・室内履き・動きやすい服装・飲み物

申し込み 電話で保健センターへ

平成19年度健康講座

おとなの相談
名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

健康相談 健康に関する相談をしたい方
６月２０日（水）

午前１０時

～１１時

食事や日常生活についての相談を

保健師・栄養士がお受けします。

禁煙相談 たばこをやめたい方 事前に申し込みが必要です。

受付時間 午後１時３０分～２時２０分

場　　所 保健センター

予防接種（集団）

・母子健康手帳を持参してください。
・対象者には通知します。
・対象者以外（ＢＣＧは平成１９年２月２８日以前に生まれ
て生後６月に達するまでの間の子）でまだ受けていない
お子さんは、この機会に受けてください。
・必ず受け付け時間内にお越しください。遅れると受けら
れません。
・お子さんの日ごろの状態をよく知っている方が連れてき
てください。
・体温は接種会場で測定してください。
・慢性の病気がある、もしくは、継続して治療を受けてい
るお子さんは、かかりつけの医師に相談してから受ける
ようにしましょう。

種　別 期　　日 対　　象　　児

ＢＣＧ
６月２７日（水）

７月 ２日（月）

平成１９年３月１日～１５日生まれ

平成１９年３月１６日～３１日生まれ

子宮頚がん検診

※会場は保健センター

池畑クリニック

行田中央総合病院

村越メディカルクリニック

野口産婦人科

小堀産婦人科

なんとなく気分がすぐれない、夜ねむれない、不

安や心配事がある、ご自身の性格や人間関係に悩

みがあるなどの相談をお受けします。

予約制ですので、ご希望の方は事前に電話で申

し込みください。

期　　日 ６月２１日（木）

場　　所 保健センター

こころの相談
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歯の病気はむし歯だけではありません。人が歯を失う大きな原因は、
「う蝕

しょく

」（むし歯）と「歯周病」です。定期的に歯科検診を受けることは、歯周
病を予防し、歯の健康にとても重要です。この機会に受けてみませんか。

対　　象 ４０歳：昭和４１年４月２日～昭和４２年４月１日生まれの方
５０歳：昭和３１年４月２日～昭和３２年４月１日生まれの方
６０歳：昭和２１年４月２日～昭和２２年４月１日生まれの方
７０歳：昭和１１年４月２日～昭和１２年４月１日生まれの方

内　　容 問診、歯と歯肉の検査と検診結果に応じたアドバイス
費　　用 ５００円（７０歳の方は無料）
申込期間 ６月１日（金）～８月中旬
検診期間 ６月１日（金）～８月３１日（金）
申し込み 保健センターに申し込み、受診券が届きましたら市内指定歯

科医院で受診してください。

歯周疾患検診

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

４カ月児健診

１歳６カ月児健診

２歳児歯科健診

３歳児健診

乳幼児相談

平成１９年２月１５日～

３月１４日生まれの子

平成１７年１２月生まれの子

平成１６年１２月生まれの子

平成１６年１月生まれの子

小学校入学前の親子

７月 ６日（金）

７月１７日（火）

７月１３日（金）

７月２６日（木）

７月２０日（金）

７月 ２日（月）

午後１時

～１時３０分

午後１時３０分

～３時３０分

７月１９日（木）
午前９時３０分

～１１時３０分

対象者には通知します。

通知のない方はご連絡くださ

い。

育児に関する相談を保健師、

栄養士がお受けします。事前

に電話申し込みが必要です。

離乳食教室（初期）
平成１９年１月１５日～２月１４日生

まれの子をお持ちの方
７月 ５日（木）

午後１時４５分

～２時
事前に電話申し込みが必要です。

離乳食教室（中後期） ７カ月～１１カ月の子をお持ちの方 ７月２３日（月）
午前９時４５分

～１０時
１カ月前から電話申し込みを
受け付けます。

思春期のこころの相談
小学生・中学生・高校生など

またはその家族など
７月３０日（月）

午前９時３０分

～１１時３０分

子どものこころの問題を心理士
・保健師がお受けします。
事前に電話申し込みが必要です。

子どもの健診・相談・教室

休日急患診療

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前１０時～午後５時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前にお問い合わせください。
・行田中央総合病院 ５５３－２０００
・壮幸会行田総合病院　 ５５２－１１１１

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　 ５５６－３００５
・埼玉県救急医療センター　 ０４８－８２４－４１９９

６月１７日（日） 行田中央総合病院

期　　日 医療機関名

６月２４日（日）

７月 １日（日） 行田中央総合病院

期　　日 医療機関名

壮幸会行田総合病院
歯は食べることを通じて健康

づくりに重要な役割を果たすと

ともに生活全般を楽しむために

大切なものです。長年にわたり

健康な歯を維持している方を対

象に「８０２０よい歯のコンク

ール」を開催します。次の①～

③に該当する方は保健センター

までご連絡ください。

①平成１９年４月１日現在で８０

歳以上の方

②ご自分の歯が２０本以上ある

方（治療済みの方も可）で健康

な方

③今までに当コンクールで表彰

されたことのない方

日　　時 ７月５日（木）

午前９時３０分～

場　　所 保健センター

申し込み ６月２６日（火）まで

8020
はちまるにいまる

よい歯の
コンクール

※会場は保健センター

壮幸会行田総合病院 ７月 ８日（日）
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【
相
談
事
例
１
】（
20
代
男
性
）

パ
ソ
コ
ン
で
、
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
い
て
、
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
に
入
り
、
女
性
の
画
像
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
。「
あ
な
た

は
18
歳
以
上
で
す
か
？
18
歳
以
上
の
方
の
み
ご
利
用
く
だ
さ
い
」

と
あ
っ
た
の
で
、「
Ｏ
Ｋ
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
と
た
ん
、「
登
録

を
完
了
し
ま
し
た
。
登
録
料
４
万
９
千
円
を
２
日
以
内
に
振
り

込
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
大
き
な
赤
文
字
が
画
面
に
で
た
。

慌
て
て
画
面
を
閉
じ
た
が
、
有
料
だ
と
わ
か
っ
て
い
れ
ば
ク
リ

ッ
ク
し
な
か
っ
た
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

【
相
談
事
例
２
】（
30
代
男
性
）

携
帯
電
話
に
入
っ
た
広
告
メ
ー
ル
を
見
て
、
無
料
だ
か
ら
と

い
う
こ
と
で
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
。
い
き

な
り
、「
登
録
完
了
。
３
万
６
千
円
を
２
日
以
内
に
振
り
込

め
」
と
い
う
画
面
と
自
分
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
が
表
示
さ
れ
た
。

無
料
だ
っ
た
の
だ
か
ら
と
数
日
、
放
置
し
て
い
た
ら
、「
延
滞
料

を
含
め
て
５
万
４
千
円
払
え
。
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
か
ら
自
宅
は
わ

か
っ
て
い
る
。
払
わ
な
け
れ
ば
自
宅
に
取
り
立
て
に
い
く
」
と

い
う
脅
迫
の
メ
ー
ル
が
次
々
に
き
て
、
延
滞
金
も
日
に
日
に
ふ

く
ら
ん
だ
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

契
約
は
、
当
事
者
同
士
で
ど
の
よ
う
な
内
容
に
す
る
か
合
意

が
あ
っ
て
、
初
め
て
成
立
し
ま
す
。
い
ず
れ
の
相
談
も
、
有
料

サ
イ
ト
を
利
用
す
る
と
の
意
思
が
な
い
た
め
、
契
約
が
成
立
し

た
と
は
い
え
ず
、
料
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、

利
用
し
た
と
き
に
登
録
料
に
つ
い
て
の
表
示
が
あ
っ
て
も
、
紛

ら
わ
し
く
わ
か
り
に
く
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
錯
誤
に
よ
る
無
効

が
主
張
で
き
ま
す
。

事
例
１
は
、
最
初
の
ク
リ
ッ
ク
で
年
齢
認
証
や
規
約
が
表
示

さ
れ
て
、
次
の
ク
リ
ッ
ク
で
登
録
完
了
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ツ

ー
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
で
す
。
平
成
13
年
に
施
行
さ
れ
た
電
子
消
費

者
契
約
法
で
は
、
申
し
込
み
の
内
容
（
利
用
内
容
、
料
金
な
ど
）

を
確
認
で
き
る
画
面
を
業
者
が
用
意
し
な
い
場
合
、
消
費
者
の

操
作
ミ
ス
に
よ
る
契
約
は
無
効
と
し
て
い
ま
す
。
業
者
が
「
電

子
消
費
者
契
約
法
は
守
っ
て
い
る
か
ら
Ｏ
Ｋ
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ

ク
し
た
時
点
で
契
約
は
成
立
」
と
画
面
で
主
張
し
て
き
て
も
、

こ
の
よ
う
な
場
合
、
契
約
が
成
立
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
支

払
い
の
義
務
は
生
じ
ま
せ
ん
。

事
例
２
も
支
払
い
の
必
要
が
な
い
も
の
で
す
。
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ

ス
が
画
面
に
表
示
さ
れ
た
と
し
て
も
、
業
者
は
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

か
ら
自
宅
な
ど
の
個
人
情
報
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
度
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
も
次
々
と
請
求
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
脅
迫
め
い
た
請
求
で
恐
怖
を
感
じ
た
と
き
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
業
者
に
連
絡
を
と
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。

「
利
用
し
て
い
な
い
」
旨
や
苦
情
の
返
信
メ
ー
ル
を
送
る
こ
と
に

よ
り
、
業
者
か
ら
「
反
応
の
あ
る
人
」
と
見
ら
れ
、
さ
ら
に
メ

ー
ル
や
請
求
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
電
話

で
連
絡
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
住
所
や
氏
名
や
勤
務
先
な
ど
の

個
人
情
報
を
巧
み
に
聞
き
出
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

無
料
だ
と
思
っ
て
ア
ク
セ
ス
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
業
者
の
要
求

は
無
視
す
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

不
当
な
請
求
に
は
安
易
に
応
じ
ず
、
困
っ
た
と
き
は
、
県
や

市
町
村
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

０
４
８
―
７
３
４

―
０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

有
料
サ
イ
ト
の
不
当
請
求
は
無
視
が
一
番

相　　談 

法律（予約制） 

行政 

結婚 
 
 

消費生活 

内職 

人権 

税務 

水道料金の休日納付窓口 

水道料金の夜間納付窓口 

　　　　　日　　　　程 

６月２６日（火） 

６月１８日（月）、７月２日（月）　　　　 

７月６日（金）・１３日（金） 
７月１５日（日）　　　　 

６月１８日（月）・２１日（木）・２５日（月）・２８日（木）　　 
７月２日（月）・５日（木）・９日（月）・１２日（木）　 

６月１５日（金）・１９日（火）・２２日（金）・２６日（火）・２９日（金）　　 
７月３日（火）・６日（金）・１０日（火）・１３日（金）　　　　　　 

７月１１日（水）　　　　 

６月１９日（火）　　　　　　 

７月１日（日）　　　　　　 

６月１９日（火）・２５日（月）・２６日（火）、７月３日（火）・１０日（火）　 

場　　所 

 
市役所 
　 
 

市役所 

男女共同参画推進センター 

 
市役所 
 
 
 
 市役所 

忍・行田公民館 

中央公民館 
（教育文化センター「みらい」内） 

水道庁舎（前谷） 

　 問い合わせ 

 

 

生活課 

（内線２５２） 

 
 
 
 商工観光課 

（内線３８３） 
 
人権推進課（内線２２１） 

関東信越税理士会行田支部 
　５５４－１４１１ 

水道課 
　５５３－０１３１ 

　　  時　　　　間　　　　 

午前９時～午後３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分 

 

午前９時３０分～午後３時３０分 

午前１０時～午後４時 

午後１時３０分～３時３０分　　　 

午後１時３０分～３時３０分 

午前８時３０分～正午 

午後５時１５分～７時 

（６月１５日～７月１５日） 

くらしの 番情報
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一
般
書

・
サ
ム
ラ
イ
異
文
化
交
渉
史
（
御
手
洗
昭
治
）

・
近
代
史
必
携
（
吉
川
弘
文
館
編
集
部
）

・
拡
大
す
る
ユ
ー
ロ
経
済
圏
（
田
中
素
香
）

・
美
容
福
祉
の
魔
法
の
ち
か
ら
（
木
谷
佳
子
）

・
セ
ミ
た
ち
と
温
暖
化
（
日
高
敏
隆
）

・
認
知
症
を
介
護
す
る
人
の
た
め
の
本
（
加
藤
伸
司
）

・
統
合
失
調
症
（
春
日
武
彦
）

・
ご
み
有
料
化
（
山
谷
修
作
）

・
元
気
な
子
ど
も
の
野
菜
レ
シ
ピ
（
山
崎
典
子
）

・
そ
う
じ
以
前
の
整
理
収
納
の
常
識
（
本
多
弘
美
）

・
美
の
旅
人
（
伊
集
院
静
）

・
昭
和
の
風
景
（
東
京
都
写
真
美
術
館
編
）

・
贈
り
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
（
長
塩
由
美
）

・
き
み
の
た
め
の
バ
ラ
（
池
澤
夏
樹
）

・
ハ
イ
ド
ラ
（
金
原
ひ
と
み
）

・
小
袖
日
記
（
柴
田
よ
し
き
）

・
あ
の
日
の
桜
吹
雪
よ
り
も
（
高
野
裕
美
子
）

児
童
書
　

・
ダ
ヤ
ン
、
タ
シ
ル
に
帰
る
（
池
田
あ
き
こ
）

・
ぼ
く
う
ま
れ
る
よ
（
た
し
ろ
ち
さ
と
）

・
と
ん
で
い
っ
た
り
ん
ご
（
ふ
く
だ
と
し
お
）

・
七
人
の
ふ
し
ぎ
な
じ
い
さ
ま
（
遠
山
繁
年
）

・
人
食
い
と
ら
の
お
ん
が
え
し
（
長
野
ヒ
デ
子
）

・
山
を
は
こ
ん
だ
九
ひ
き
の
竜
（
司
修
）

・
ぶ
す
（
さ
さ
め
や
ゆ
き
）

・
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
夏
（
高
田
三
郎
）

・
ぼ
く
の
だ
い
す
き
な
ケ
ニ
ア
の
村
（
ア
ナ
・
フ
ア
ン
）

・
み
ど
り
の
ふ
え
（
お
ぐ
ら
ひ
ろ
か
ず
）

▼
日
時

６
月
23
日
（土）
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
　

▼
内
容

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時

７
月
７
日
（土）
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
の
会

▼
日
時

６
月
16
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

た
ぬ
き
の
恩
返
し
（
27
分
）、
ぼ
く
の
ダ

イ
エ
ッ
ト
大
作
戦
（
18
分
）

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員

80
人
（
先
着
順
）

▼
入
場
無
料

図
書
館
で
は
、
絵
本
を
介
し
て
赤
ち
ゃ
ん
と
心

温
ま
る
ひ
と
と
き
を
持
て
る
よ
う
に
と
願
い
、
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
（
絵
本
２
冊
入
り
）
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

６
月
19
日
（火）
、
７
月
６
日
（金）
午
後
１
時

受
付
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

６
月
18
日
（月）
・
25
日
（月）
、
７
月
２
日
（月）
・
３
日

（火）
・
９
日
（月）

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
Ｃ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
は
、
破
損
防
止
の
た

め
、
開
館
時
間
内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返

し
く
だ
さ
い
。

同
じ
女
性
と
し
て
、
ま
た
、
年
齢
が
近
い

こ
と
も
あ
っ
て
共
感
で
き
る
こ
と
が
多
く
、

大
好
き
な
作
家
で
す
。
こ
の
本
は
身
近
な
こ

と
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
お
り
、
途
中
「
う
ん
、

あ
る
あ
る
」
と
う
な
ず
き
な
が
ら
読
ん
で
い

ま
し
た
。
毒
殺
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
形
の

あ
る
毒
、
形
の
な
い
毒
が
次
々
と
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
す
。
普
段
何
気
な
く
生
活
し
て

い
る
私
た
ち
の
周
り
に
も
、
こ
ん
な
に
毒
が

潜
ん
で
い
る
の
か
と
あ
ら
た
め
て
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。
登
場
人
物
は
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に

悩
み
を
抱
え
精
一
杯
生
き
て
い
ま
す
。
特
に

気
が
弱
く
、
決
し
て
格
好
良
い
と
は
い
え
な

い
主
人
公
に
親
近
感
を
覚
え
ま
す
。

生
き
て
い
る
限
り
毒
と
無
関
係
で
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
毒
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
だ

け
で
終
わ
ら
な
い
の
が
こ
の
作
品
で
す
。
宮

部
ワ
ー
ル
ド
に
ど
っ
ぷ
り
浸
れ
る
一
冊
で
す
。

『
名
も
な
き
毒
』

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

移
動
図
書
館
よ
し
き
り
号

開館時間 午前９時３０分～午後７時

お
は
な
し
会

休

館

日

子
ど
も
映
画
会

吉
野

信
子
さ
ん
（
南
河
原
）

宮
部

み
ゆ
き
著

※変更する場合があります。

6
月
19
日
（火）
 

北
河
原
小 

6
月
20
日
（水）
 

須
加
小 

6
月
21
日
（木）
 

泉
　
小 

6
月
14
日
（木）
 

7
月
13
日
（金）
 

南
河
原
小 

7
月
12
日
（木）
 

7
月
3
日
（火）
 

6
月
27
日
（水）
 

北
　
小 

6
月
29
日
（金）
 

太
田
西
小 

6
月
22
日
（金）
 

埼
玉
小 

7
月
5
日
（木）
 

桜
ヶ
丘
小 

7
月
4
日
（水）
 

星
宮
小 

7
月
6
日
（金）
 

太
田
東
小 

7
月
11
日
（水）
 

荒
木
小 



５
月
12
日
、
斎
条
に
あ
る
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い

行
田
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
会
場
に

第
２
回
麦
秋
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
祭
り
は
、
麦
の
秋
と
例
え
ら
れ
る

刈
り
入
れ
時
期
に
、
麦
作
の
振
興
と
地
域
住

民
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
現
在
、
県
営
ほ

場
整
備
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
斎
条
土
地
改

良
区
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
会
場
で
は
、

手
打
ち
う
ど
ん
や
フ
ラ
イ
、
わ
た
あ
め
が
振

る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
ヨ
ー
ヨ
ー
風
船
つ
り
、

ま
た
、
武
蔵
あ
ば
れ
太
鼓
の
演
奏
も
あ
り
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

５
月
13
日
、
古
代
蓮
の
里
で
ホ
タ
ル
の
幼

虫
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ホ

タ
ル
が
飛
び
交
う
公
園
に
し
よ
う
と
「
古
代

蓮
の
里
ホ
タ
ル
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
育
て

た
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
を
放
流
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
、
今
年
で
３
回
目
。

手
作
り
の
紙
芝
居
「
ホ
タ
ル
の
一
生
」
が

上
演
さ
れ
た
後
、
会
員
や
市
内
保
育
園
児
・

保
護
者
ら
に
よ
っ
て
約
１
万
匹
の
幼
虫
が
放

た
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
初
め
て
見
る
ホ

タ
ル
の
幼
虫
の
姿
に
驚
き
な
が
ら
も
、「
夏
に

は
大
き
く
な
っ
て
き
れ
い
に
光
っ
て
ね
」
と

願
い
を
こ
め
て
放
流
し
て
い
ま
し
た
。
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写
真
館

写
真
館

現
在
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
活
動
が
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
「
さ
き
た
ま
古
墳

群
」。
５
月
４
日
、
今
年
も
さ
き
た
ま
古
墳
公

園
を
会
場
に
さ
き
た
ま
火
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
日
没
と
と
も

に
訪
れ
ま
す
。
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
姫
を
ま
つ

る
前
玉
神
社
の
宮
司
や
実
行
委
員
長
ら
に
よ

る
修
祓

し
ゅ
う
ば
つ

の
儀
が
厳
か
に
行
わ
れ
る
と
会
場
は

一
瞬
、
静
寂
に
包
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
音
楽
が
流
れ
始
め
る
と
、
た

い
ま
つ
行
列
に
導
か
れ
た
ニ
ニ
ギ
ノ
命
と
コ

ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
姫
が
登
場
し
会
場
で
は
神
話

の
世
界
が
再
現
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
古
墳

群
を
明
る
く
照
ら
す
よ
う
に
古
代
住
居
が
炎

上
す
る
と
稲
荷
山
古
墳
か
ら
オ
ワ
ケ
ノ
臣
が

登
場
。
会
場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
え
る
と
夜
空
を
た
く
さ
ん
の
花
火

が
飾
り
、
祭
り
の
終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。

神
話
の
世
界
を
再
現

１
万
匹
の
ホ
タ
ル
の
幼
虫
を
放
流

麦
の
実
り
を
祝
っ
て



５
月
11
日
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出

発
式
が
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

出
発
式
で
は
工
藤
市
長
、
阿
左
美
行
田
警

察
署
長
、
鈴
木
交
通
安
全
協
会
長
か
ら
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
竹
交
通

安
全
母
の
会
会
長
が
交
通
安
全
宣
言
を
読
み

上
げ
、
交
通
事
故
の
撲
滅
を
誓
い
ま
し
た
。

出
発
式
後
、
白
バ
イ
、
パ
ト
カ
ー
、
交
通
安
全

協
会
広
報
車
お
よ
び
市
広
報
車
が
市
内
を
巡
回

し
て
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

足
袋
蔵
が
点
在
す
る
市
内
中
心
部
を
歩
い

て
訪
ね
、
蔵
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足

袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
催
し
た
「
第
３
回

蔵
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
０
７
」
が
、

５
月
19
・
20
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約
５
０
０
人
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
こ

の
催
し
は
、
忠
次
郎
蔵
を
午
前
10
時
に
ス
タ

ー
ト
。
武
蔵
野
銀
行
行
田
支
店
や
イ
サ
ミ
ス

ク
ー
ル
工
場
、
足
袋
と
く
ら
し
の
博
物
館
で

は
足
袋
づ
く
り
実
演
の
見
学
な
ど
、
14
の
蔵

を
順
に
め
ぐ
り
一
日
か
け
て
散
策
し
ま
し
た
。

板
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
棟
方
志
功
さ
ん

か
ら
板
画
を
教
わ
り
、
自
ら
は
書
を
教
え
る

な
ど
、
深
い
交
流
が
あ
っ
た
渥
美
大
童
さ
ん
。

二
人
の
作
品
を
集
め
た
「
板
業
展
」
が
埼
玉

の
天
祥
寺
で
５
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

先
日
、
芸
術
活
動
を
通
じ
た
平
和
貢
献
が

認
め
ら
れ
、
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
芸
術
大
賞
を
受

賞
し
た
渥
美
さ
ん
は
、
96
歳
の
現
在
も
制
作

意
欲
は
旺
盛
で
、
会
場
で
は
板
画
の
実
演
を

行
い
、
刷
り
上
っ
た
作
品
を
来
場
者
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
し
た
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に
並

べ
ら
れ
た
約
90
点
の
繊
細
な
板
画
の
作
品
に

訪
れ
た
人
た
ち
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

５
月
21
日
、
市
役
所
玄
関
前
で
行
田
市
防

犯
推
進
委
員
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
出
発
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

行
田
市
防
犯
推
進
委
員
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は

総
員
で
76
人
。
こ
の
日
の
出
発
式
で
は
隊
員

に
阿
左
美
茂
通
行
田
警
察
署
長
か
ら
パ
ト
ロ

ー
ル
実
施
者
証
が
、
工
藤
市
長
か
ら
パ
ト
ロ

ー
ル
車
の
鍵
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、

運
行
前
の
点
検
を
行
っ
た
隊
員
ら
は
、
早
速
、

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

出
発
し
ま
し
た
。
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安
心
安
全
の
ま
ち
へ

〜
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
発
式
〜

板
画
を
通
し
た

棟
方
志
功
と
の
交
流
を
展
示

歩
い
て
一
日
蔵
め
ぐ
り

地
域
の
安
全
の
た
め
に
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始
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平
安
時
代
に
清

少
納
言
に
よ
っ
て

書
か
れ
た
『
枕
草

子
』
の
中
で
「
夏

は
夜
。
月
の
こ
ろ

は
さ
ら
な
り
。
闇

も
な
ほ
。
蛍
の
多

く
飛
び
違
ひ
た

る
。
ま
た
、
た
だ

一
つ
二
つ
な
ど
、

ほ
の
か
に
う
ち
光

り
て
行
く
も
、
を

か
し
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
き
た
ホ
タ
ル
。
し
か
し
近
年
、

そ
の
よ
う
な
光
景
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。

古
代
蓮
の
里
ホ
タ
ル
の
会
は
、
古
代
蓮
の
里

を
ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
公
園
に
し
よ
う
と
の
市

の
呼
び
か
け
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
集

ま
り
、
平
成
17
年
４
月
に
発
足
。
現
在
24
人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
を
自
宅
で
飼
育
し
、

毎
年
５
月
に
古
代
蓮
の
里
の
「
ホ
タ
ル
の
島
」

に
幼
虫
を
放
流
。
ホ
タ
ル
が
成
虫
に
な
る
６
月

か
ら
７
月
に
は
、
ホ
タ
ル
の
島
や
そ
の
周
辺
を

巡
回
し
、
エ
サ
や
り
、
水
温
測
定
、
清
掃
を
行

う
ほ
か
、
観
賞
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
タ
ル
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
作
製
し
た
紙
芝
居
の
上
演
も
行
っ
て
い

ま
す
。
幼
稚
園
や
小
学
校
な
ど
で
披
露
す
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
投
げ
か
け
て
く
る
ほ
ど
子

供
た
ち
が
興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
そ
う

で
す
。
今
後
は
、
ホ
タ
ル
を
放
流
し
て
い
る
川

の
整
備
を
行
い
、
ホ
タ
ル
が
そ
の
場
所
で
卵
を

産
み
、
定
着
す
る
た
め
の
環
境
作
り
に
も
力
を

注
い
で
い
く
と
皆
さ
ん
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

「
ホ
タ
ル
を
見
る
機
会
を
作
り
、
子
供
た
ち

に
感
動
を
与
え
た
い
。
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
の
で
、
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
る
。
会
員
や

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
語
る
会
長
の
徳
重
さ
ん
。
同
会
の
活

動
に
よ
り
古
代
蓮
の
里
で
は
今
年
も
元
気
に
飛

び
交
う
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

夏
の
夜
を
彩
る
ホ
タ
ル
の
光
に
は
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
思
い
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

徳
重
総
章

５
５
６
―
０
１

６
５

私
の
作
品

忍
　
　
　
丸
山
　
連
子

城
郭

じ
ょ
う
か
くへ

攻せ

め
入
る
ご
と
く
つ
ば
く
ら
め

行
田
　
　
門
井
　
美
豫

こ
の
町
の
蔵く

ら

を
忘
れ
ず
つ
ば
く
ら
め

矢
場
　
　
安
田
　
幸
江

城
門
の
閉
ざ
す
事
な
き
遅お

そ

桜
ざ
く
ら

富
士
見
町

お
お
ば
水す

い

杜と

囀さ
え
ずり

や
生
ま
れ
自
慢

じ
ま
ん

の
古
墳
の
地

行
田
　
　
松
村
　
照
子

俯う
つ
むい

て
歩
く
鼻
先

は
な
さ
き

蝶
の
舞
う

本
丸
　
　
諸
貫
　
節
子

新
緑
や
浮
き
城
偲し

の

ぶ
刀
剣
展

下
中
条

永
沼
ふ
ぢ
子

雨
上
り
春

し
ゅ
ん

暁ぎ
ょ
う

の
景
眩ま

ぶ

し
け
り

堤
根
　
　
柴
田
　
忠
二

八
重
桜
妻
を
偲
び
つ
眺
め
け
り

堤
根
　
　
羽
山
喜
美
代

記
念
樹
の
桃
の
花
咲
き
娘
は
母
に

持
田
　
　
太
田
　
保
夫

黄
水
仙
ま
ぶ
し
き
ほ
ど
の
光
浴
び

清
水
町

石
川
　
裕
美

ゆ
る
ゆ
る
と
押
す
車
椅
子
花
の
下

俳
句

広
場

このコーナーに登場していただけ

る方・団体・作品を募集しています。

行田市本丸２－５・行田市役所広報広

聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。

古代蓮の里ホタルの会

～感動できるホタルの里を～



『
牡
丹
』（
俳
画
）

牧
　
努
（
長
野
）
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荒
木
　
　
竹
内
　
一
雄

桜
咲
く
あ
と
幾
年

い
く
と
せ

の
い
の
ち
や
ら

上
池
守

伊
藤
　
琴
子

ふ
る
さ
と
に
母
の
う
た
声
菜
種

な
た
ね

梅
雨

づ

ゆ

（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

サ
ン
バ
や
ラ
テ
ン
音
楽
に
は
欠
か
せ
な
い
パ

ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
打
楽
器
。
そ
の
演

奏
者
と
し
て
活
動
し
て
い
る
の
が
南
河
原
に
お

住
ま
い
の
加
瀬
田
聡
さ
ん
で
す
。

中
学
時
代
に
同
級
生
と
バ
ン
ド
を
組
み
、
ド

ラ
ム
を
担
当
し
て
い
た
加
瀬
田
さ
ん
。
高
校
、

大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
も
音
楽
へ
の
情
熱
は
や

む
こ
と
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。「
ド
ラ
ム
を

続
け
た
く
て
大
学
の
軽
音
楽
部
に
入
部
し
ま
し

た
。
そ
の
部
室
に
コ
ン
ガ
と
い
う
種
類
の
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
置
い
て
あ
り
、
遊
び
感
覚
で
た

た
い
て
み
た
ら
、
そ
の
魅
力
に
ひ
か
れ
、
本
格

的
に
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
日
夜
先
輩
の
げ
き

が
飛
ぶ
厳
し
い
練
習
で
し
た
が
、
充
実
し
て
い

ま
し
た
」
と
、
血
の
に
じ
む
練
習
の
中
に
も
楽

し
さ
を
感
じ
、
学
生
日
本
一
を
決
め
る
全
国
大

会
で
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

名
古
屋
市
で
建
設
会
社
に
就
職
し
て
か
ら

も
、
趣
味
と
し
て
音
楽
活
動
が
し
た
い
と
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
仲
間
を
探
し
た
そ
う
で
す
。

「
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
『
ド

ス
・
キ
ゼ
オ
ス
』
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
、
夜
や
週
末
に
は
観
客
を
前
に

演
奏
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
グ
ル
ー

プ
の
一
人
か
ら
劇
団
四
季
の
ラ
イ

オ
ン
キ
ン
グ
名
古
屋
公
演
で
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
担
当
し
な
い
か
と

誘
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
は
プ
ロ

に
な
り
た
い
と
の
思
い
が
膨
ら
み
、

仕
事
を
辞
め
て
音
楽
の
世
界
で
や

っ
て
い
く
決
意
を
し
ま
し
た
」
と

話
す
よ
う
に
、
名
古
屋
公
演
終
了

ま
で
の
約
１
年
間
、
プ
ロ
と
し
て

の
仕
事
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
本
場
で
あ
る

キ
ュ
ー
バ
で
音
楽
を
学
ん
で
み
た
い
と
留
学
を

決
め
た
加
瀬
田
さ
ん
。「
ス
ペ
イ
ン
語
で
の
会

話
に
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
プ
ロ
の
バ
ン
ド
に

付
い
て
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
り
、
ラ
イ
ブ
に
飛

び
入
り
で
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
と
技
術
向

上
の
た
め
無
我
夢
中
の
毎
日
で
し
た
」
と
本
場

で
の
貴
重
な
体
験
を
振
り
返
り
ま
す
。
今
後
は

今
ま
で
に
な
い
新
た
な
演
奏
ス
タ
イ
ル
を
築
い

て
、
日
本
を
代
表
す
る
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト

に
な
り
た
い
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

山
元
　
海
尋

み
ひ
ろ

ち
ゃ
ん
（
佐
間
）

朗
弘
・
由
起
子
さ
ん
の
二
女

平
成
18
年
６
月
20
日
生
ま
れ

「
笑
顔
が
す
て
き
で
し
ょ
☆
」

吉
田
　
蓮れ

ん

ち
ゃ
ん（
長
野
）

秀
和
・
由
美
子
さ
ん
の
二
男

平
成
18
年
６
月
26
日
生
ま
れ

「
兄
弟
仲
良
く
ね
」

田
中
　
流
衣

る

い

ち
ゃ
ん
（
佐
間
）

章
久
・
さ
ち
子
さ
ん
の
二
男

平
成
18
年
６
月
９
日
生
ま
れ

「
流
衣
☆
人
気
者
で
あ
れ
」

今月は、平成18年8月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線318）

締め切りは6月29日（金）です。
抽選会は7月3日（火）の午後1時30分市役所203会議室

日
本
を
代
表
す
る
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
に

加
瀬
田
　
聡
さ
ん
（
南
河
原
・
29
歳
）

白
井
　
大
貴

だ
い
き

ち
ゃ
ん
（
佐
間
）

哲
矢
・
ひ
と
み
さ
ん
の
長
男

平
成
18
年
６
月
７
日
生
ま
れ

「
甘
え
ん
ぼ
う
大
チ
ャ
ン
☆
」

長
谷
川
遥
香

は
る
か

ち
ゃ
ん
（
佐
間
）

修
司
・
真
澄
さ
ん
の
長
女

平
成
18
年
６
月
20
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
笑
顔
で
☆
元
気
い
っ
ぱ
い
」
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▼
日
時

７
月
１
日
（日）
午
前
９
時
30

分
開
場
　
午
前
10
時
開
演
　
▼
場
所

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル
　
▼
内
容

行
田
市
文
化
団
体
連
合
会
に
所
属
す

る
ス
テ
ー
ジ
部
門
の
13
団
体
が
日
ご

ろ
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

▼
入
場
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

と

き
め
き
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
事
務
局

５
５
６
―

６
３
７
１

▼
日
時

７
月
８
日
（日）
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
１
時
30
分
ご
ろ
　
▼
集
合

場
所

さ
き
た
ま
古
墳
公
園
駐
車
場

▼
コ
ー
ス

さ
き
た
ま
古
墳
公
園
―

古
代
蓮
の
里
―
成
就
院
―
八
幡
山
古

墳
―
地
蔵
塚
古
墳
―
八
坂
公
園
―
富

士
見
公
園
―
さ
き
た
ま
古
墳
公
園

（
総
距
離
10
km
）
▼
対
象

市
内
在

住
・
在
勤
の
方
（
小
学
４
年
生
以
上
）

▼
参
加
費

１
０
０
円
（
保
険
料
な

ど
）

▼
主
催
　
行
田
市
体
育
指
導

委
員
協
議
会
　
▼
そ
の
他

ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
を
同
時
開
催
　
▼
申
し

込
み

６
月
４
日
(月)
〜
22
日
(金)

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
産
業
文
化
会
館
３
階
）
で
受
け
付

け
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ

同
課

５
５
６
―
８
３
３
６

▼
日
時

７
月
４
日
（水）
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
　
▼
場
所

生
活
課
相
談

室
　
▼
相
談
内
容

不
動
産
に
関
し

て
わ
か
ら
な
い
事
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
　
（社）
埼
玉
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
北
埼
支
部

５
６
２

―
５
９
０
０

▼
日
時

７
月
11
日
（水）
午
後
１
時
〜

４
時
　
▼
場
所

生
活
課
相
談
室

▼
相
談
内
容

相
続
、
遺
言
、
示
談

書
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認

可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
ご
と

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
行
政
書
士

会
埼
北
支
部
（
行
田
地
区
）
小
野
田

宅

５
５
６
―
３
３
４
６

▼
日
時

７
月
８
日
〜
８
月
19
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
７
回
）
午
前
７
時

〜
９
時
　
▼
場
所

総
合
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
　
▼
対
象

市
内
在
住
・

在
勤
の
初
心
者
・
初
級
者
　
▼
定
員

60
人
（
先
着
順
）
▼
費
用

３
千
円

（
保
険
料
含
む
）
▼
講
師

日
本
体

育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
　
▼

そ
の
他

貸
与
ラ
ケ
ッ
ト
多
少
有

り
、
シ
ュ
ー
ズ
は
個
人
で
用
意
　
▼

主
催

行
田
市
テ
ニ
ス
協
会
　
▼
申

し
込
み

６
月
16
日
（土）
・
23
日
（土）
午

後
１
時
〜
３
時
に
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
２
階
研
修
室
Ａ
で
　
▼
問
い

合
わ
せ

普
及
委
員
遠
藤

０
９
０

―
７
８
１
４
―
８
３
２
７

▼
日
時

６
月
16
日
（土）
午
後
１
時
30

分
開
演
　
▼
場
所

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル
　
▼
曲
目

オ
リ
エ
ン
ト
急

行
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
フ
ァ
ン
テ
ィ
リ
ュ

ー
ジ
ョ
ン
、「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」

メ
ド
レ
ー
ほ
か
　
▼
入
場
無
料

▼

問
い
合
わ
せ

同
校
吹
奏
楽
部
顧
問

門
倉

５
５
６
―
６
２
９
１

【
七
夕
飾
り
】
▼
日
時

７
月
７
日

（土）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
▼
場
所

児
童
セ
ン
タ
ー
遊
戯
集
会
室
　
▼
対

象

親
子
と
高
齢
者

▼
定
員

30
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
無
料

【
貯
金
箱
の
制
作
】
▼
日
時

８
月

４
日
（土）
・
25
日
（土）
午
後
２
時
30
分
〜

４
時
　
▼
場
所

児
童
セ
ン
タ
ー

▼
定
員

30
人
（
先
着
順
）

▼
参

加
費

１
人
７
０
０
円
程
度
（
材
料

費
）

▼
持
ち
物

粘
土
板
、
手
ふ

き
、
絵
の
具
セ
ッ
ト

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

18
日
（月）
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

５
５

４
―
５
７
０
６

市
内
の
御
輿
み
こ
し

同
好
会
「
八
人
會
」

で
は
、
今
年
新
し
い
お
み
こ
し
を
作

り
ま
し
た
。
祭
り
好
き
で
お
み
こ
し

を
担
ぎ
た
い
方
、
ぜ
ひ
一
緒
に
担
ぎ

ま
せ
ん
か
。
未
経
験
の
方
歓
迎
。
会

員
も
募
集
中
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

同
会

長
白
井
宅

５
５
６
―
４
３
２
３
ま

た
は
副
会
長
荻
原
宅

５
５
４
―
５

４
２
８

広告

不
動
産
無
料
相
談

第
10
回
記
念
と
き
め
き

レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

県
立
進
修
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

第
９
回
定
期
演
奏
会

「
八
人
會
」
お
み
こ
し
担
ぎ
手

第
３
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者

〜
歩
こ
う
古
代
蓮
コ
ー
ス
〜

行
政
書
士
無
料
相
談
会

早
朝
テ
ニ
ス
教
室

児
童
セ
ン
タ
ー
世
代
間
交
流
事
業
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▼
日
時

７
月
16
日
（月）

▼
場
所

総
合
公
園
　
▼
募
集
内
容

①
３
ｍ

ジ
ャ
ン
ボ
フ
ラ
イ
共
同
制
作

②
キ

ッ
ク
ベ
ー
ス
大
会
出
場
者（
小
学
生
）

お
よ
び
審
判
員

③
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

甲
斐
姫
エ
キ
ス
ト
ラ

④
チ
ャ
リ
テ

ィ
ふ
る
さ
と
物
産
展
展
示
者
　
▼
主

催

（社）
行
田
青
年
会
議
所
　
▼
後
援

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
　
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

同
事
務

局

５
５
６
―
４
１
１
５

▼
日
時

６
月
23
日
（土）
午
後
２
時
開

会
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル
　
▼
テ
ー

マ

「
創
」
〜
宝
へ
の
絆
〜
　
▼
講

師

木
藤
潮
香
さ
ん
　
▼
定
員

５

０
０
人
　
▼
入
場
無
料

▼
問
い
合

わ
せ

（社）
行
田
青
年
会
議
所
事
務
局

５
５
６
―
４
１
１
５

▼
日
時

７
月
４
日
〜
25
日
の
毎
週

水
曜
日
（
全
４
回
）
午
後
３
時
〜
４

時
　
▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」
機
能
回
復
訓
練
プ
ー

ル
　
▼
内
容

プ
ー
ル
の
中
で
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
体
操
を
行
い
、
心
身
と

も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

▼

対
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

（
医
師
な
ど
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ

て
い
る
方
を
除
く
）

▼
定
員

20

人
（
先
着
順
）

▼
参
加
無
料
　
▼

持
ち
物

水
着
、
水
泳
帽
、
タ
オ
ル

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

18
日
（月）
か
ら
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
同
会
館
窓

口
へ
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時

①
８
月
２
日
・
９
日
・
23

日
・
30
日
　
②
９
月
６
日
・
13
日
・

20
日
・
27
日
の
各
木
曜
日
（
各
４
回

コ
ー
ス
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら

ぎ
の
里
」
２
階
第
２
研
修
室
　
▼
対

象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

▼
定
員

①
②
と
も
各
25
人
（
抽
選
）

▼
参
加
無
料

▼
申
し
込
み

６
月

18
日
（月）
〜
７
月
11
日
（水）
に
電
話
ま
た

は
直
接
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。
※

７
月
12
日
（木）
午
前
10
時
か
ら
同
館
第

３
研
修
室
で
実
施
す
る
抽
選
会
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ

せ

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
館

福
祉
係

５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時

６
月
21
日
〜
10
月
18
日
の

毎
週
木
曜
日
（
全
18
回
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
▼
場
所

総
合

福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
３

研
修
室
　
▼
定
員

20
人
　
▼
受
講

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月
１
日
（金）
か
ら
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会

５
５
７
―
５
４
０
０

「
１
リ
ッ
ト
ル
の
涙
」
の
著
者

木
藤
潮
香
さ
ん
講
演
会

青
年
会
議
所
創
立
45
周
年
記
念
事
業

彩
の
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

参
加
出
場
者

高
齢
者
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

カ
ラ
オ
ケ
教
室

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

（
入
門
課
程
）

①浮き城だんべ踊り参加連

開催日 ７月２９日（日）

説明会日時 ６月８日（金）午後６時～

②浮き城バザール・フリーマーケット参加者

開催日 ７月２８日（土）

説明会日時 ６月８日（金）午後７時～

③ステージ出演者

開催日 ７月２８日（土）・２９日（日）

説明会日時 ６月８日（金）午後８時～

④フリースタイルダンスコンテスト出場者

開催日 ７月２９日（日）

説明会日時 ７月６日（金）午後７時～

①～④とも

申し込み ６月３０日（土）まで

説明会会場 浮き城あきんど館２階ホール

その他 当まつりの実行委員も併せて募集

しています。

問い合わせ 行田浮き城まつり実行委員会

戸塚 ０８０―３４６４―５８４１または今津

０８０―３４６４―５８４５

第１４回市民祭　行田浮き城まつり
イベント参加者

日時
に ち じ

①７月
がつ

８日
にち

②７月
がつ

１５日
にち

③７月
がつ

２２

日
にち

の各日曜日
かくにちようび

午後
ご ご

１時
じ

～４時
じ

場所
ば し ょ

①深谷
ふ か や

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

センター・深谷
ふ か や

公民館
こうみんかん

②大宮
おおみや

ソニックシティ市民
し み ん

ホール

③クラッセ川越
かわごえ

対象
たいしょう

日本語
に ほ ん ご

を母語
ぼ ご

としない子
こ

どもと保護者
ほ ご し ゃ

費用無料
ひようむりょう

主催
しゅさい

彩
さい

の国
くに

さいたま国際
こくさい

交流
こうりゅう

・協力
きょうりょく

ネ

ットワーク

申
もう

し込
こ

み・問
と

い合
あ

わせ 氏名
しめい

・学年
がくねん

・出身国
しゅっしんこく

・

通訳
つうやく

必要
ひつよう

の有無
う む

・①②③の別
べつ

を書
か

いて、FAX

で県
けん

国際
こくさい

交流
こうりゅう

協会
きょうかい

へ ０４８－８３３－２９９２

FAX０４８－８３３－３２９１

外国人
がいこくじん

のための高校進学
こうこうしんがく

ガイダンス



▼
日
時

７
月
14
日
（土）
〜
平
成
20
年

２
月
９
日
（土）
（
全
16
回
）
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
　
▼
場
所
　
教
育
文
化

セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
室
ほ
か
　
▼
内
容

日
本
舞

踊
の
実
技
指
導
お
よ
び
邦
楽
の
体
験

▼
対
象

小
・
中
学
生
　
▼
定
員

30
人
　
▼
参
加
費

５
０
０
円
（
保

険
料
）

▼
そ
の
他

浴
衣
・
帯
・

足
袋
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
（
貸
し

出
し
着
物
あ
り
。
た
だ
し
、
ク
リ
ー

26

広告

伝
統
文
化
日
本
舞
踊

こ
ど
も
教
室

行田市の人口と世帯　　　　人口８７,９６５人　　男４３,８０７人　　女４４,１５８人　　世帯数３１,９９２世帯
（平成１９年５月１日現在） ４月中の異動　出生５１人　転入等２７３人　死亡５６人　転出等４１４人

行田市産業・文化・ 
スポーツいきいき財団 

（財） 

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館  グリーンアリーナ 

申し込み・問い合わせ 

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

ニ
ン
グ
代
は
自
己
負
担
）

▼
申
し

込
み

６
月
16
日
（土）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

み
ず
し
ろ
２
階
茶
室
に
て
　
▼
問
い

合
わ
せ

西
川
宅

５
５
６
―
３
２

４
５
ま
た
は
青
柳
宅
（
夜
間
）

５

５
４
―
５
１
１
７

▼
日
時

６
月
30
日
（土）
午
後
６
時
開

演
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル
　
▼
入
場

無
料

▼
そ
の
他

ア
ル
パ
（
ハ
ー

プ
）
と
ギ
タ
ー
の
演
奏
も
行
い
ま
す

▼
主
催

行
田
混
声
合
唱
団
と
も

し
び
　
▼
後
援

行
田
市
教
育
委

員
会
、
行
田
市
合
唱
連
盟
　
▼
問

い
合
わ
せ

本
山
宅

５
５
６
―
２

４
１
８

▼
日
時

６
月
15
日
（金）
〜
17
日
（日）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
）

▼
場
所

郷
土
博

物
館
企
画
展
示
室
　
▼
内
容

太
田

地
区
生
涯
学
習
講
師
で
あ
る
鈴
木
克

治
さ
ん
の
書
・
刻
字
・
篆て
ん

刻
・
出

版
・
書
籍
な
ど
の
作
品
展
示
　
▼
入

場
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

中
村
宅

５
５
５
―
１
０
２
０

行
田
混
声
合
唱
団
と
も
し
び

第
35
回
定
期
演
奏
会

幽
岳
鈴
木
克
治

生
涯
学
習
作
品
展

▼
早
朝
開
館
す
る
期
間

６
月
16

日
（土）
〜
８
月
12
日
（日）
※
期
間
中
の

休
館
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
開

館
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
４
時

30
分
（
入
館
受
付
は
午
後
４
時
ま

で
）

▼
そ
の
他

同
期
間
は
、

午
前
５
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
駐

車
場
が
有
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

古
代
蓮
の
里
売
店
は
午
前
７
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
無
休
で
営
業

し
、
古
代
蓮
う
ど
ん
店
は
午
前
７

時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
無
休
で
営

業
し
ま
す
。

８
月
18
日
（土）
・
19
日
（日）
お
よ
び

平
成
20
年
２
月
23
日
（土）
・
24
日
（日）

は
、
施
設
整
備
点
検
の
た
め
臨
時

休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時

８
月
26
日
（日）
午
後
２
時

30
分
開
演
　
▼
場
所

産
業
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
　
▼
出
演

三
遊
亭

小
遊
三
・
春
風
亭
昇
太
・
山
上
兄

弟
・
三
増
れ
紋
・
三
遊
亭
遊
馬

▼

入
場
料

全
席
指
定
２
千
５
０
０

円
　
▼
前
売
り
開
始
・
チ
ケ
ッ
ト

取
り
扱
い

６
月
16
日
（土）
午
前
９

古
代
蓮
会
館
を

早
朝
開
館
し
ま
す

商
工
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

行
田
寄
席



時
か
ら
産
業
文
化
会
館
ほ
か
に
て

発
売
（
電
話
受
け
付
け
は
翌
日
午

前
９
時
〜
）

▼
日
時

７
月
３
日
（火）
・
10
日
（火）

午
後
７
時
〜
９
時
（
全
２
回
）

▼
場
所

産
業
文
化
会
館
Ｂ
１
創

作
室
　
▼
対
象

女
性
　
▼
定
員

25
人
（
先
着
順
）
▼
内
容

浴
衣

の
着
付
け
、
半
幅
帯
の
結
び
方

▼
参
加
費

１
千
円
（
保
険
料
含

む
）
▼
申
し
込
み

６
月
17
日
（日）

午
前
９
時
か
ら
同
館
窓
口
に
て

（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
電
話
で

の
受
け
付
け
は
翌
日
午
前
９
時
〜
）

▼
日
時

６
月
26
日
〜
７
月
31
日

の
毎
週
火
曜
日
（
全
６
回
）
午
前

10
時
30
分
〜
正
午
　
▼
場
所

行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
柔
道
場

▼
内
容

ヨ
ガ
を
通
し
て
、
疲
れ

知
ら
ず
の
芯
の
あ
る
柔
軟
な
肉
体

と
精
神
を
つ
く
り
ま
す
。
▼
対
象

成
人
　
▼
定
員

40
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

１
千
２
０
０
円
　
▼

申
し
込
み

６
月
19
日
（火）
午
前
９

時
か
ら
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

窓
口
に
て
※
一
人
に
つ
き
一
人
分

の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。
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住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
第
57
回

埼
玉
県
美
術
展
覧
会
の
入
選
者
お

よ
び
委
嘱
者
・
招
待
者
・
審
査
員

の
作
品
展
示
　
▼
入
場
無
料

▼
日
時

６
月
28
日
〜
７
月
26
日

の
毎
週
木
曜
日
（
全
５
回
）
午
後

６
時
〜
７
時
　
▼
場
所

行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
　
▼
対
象

小

学
５
年
生
〜
中
学
３
年
生
　
▼
定

員

35
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費

１
千
円
　
▼
申
し
込
み

６
月
17

日
（日）
午
前
９
時
か
ら
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口
に
て
※
電
話
申

し
込
み
不
可

▼
日
時

毎
週
土
曜
日
　
午
前
10

時
〜
11
時
　
▼
場
所

行
田
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
　
▼
内
容

ボ
ク

シ
ン
グ
な
ど
の
動
作
を
取
り
入
れ

た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
を
行
い
、

脂
肪
燃
焼
を
促
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

効
果
を
高
め
る
。
ま
た
、
ハ
ー
ド

に
動
い
た
体
を
ス
ト
レ
ッ
チ
で
解

す
こ
と
に
よ
り
体
の
癒
し
効
果
を

得
る
。
▼
対
象

成
人
　
▼
会
費

月
額
２
千
円
　
▼
申
し
込
み

行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口
に
て

随
時
受
け
付
け
中
（
定
員
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
）
※
電
話
予
約
可

▼
日
程

６
月
16
日
（土）
〜
24
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
入

場
は
午
後
４
時
ま
で
）
▼
場
所

産
業
文
化
会
館
１
階
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
　
▼
内
容

行
田
美
術
会

会
員
の
作
品
展
　
▼
入
場
無
料

▼
日
程

６
月
27
日
（水）
〜
７
月
23

日
（月）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
入
場
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
場

所

産
業
文
化
会
館
１
階
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
▼
内
容

市
内
在

Ｈ
ｉ
ｐ

Ｈ
ｏ
ｐ

ダ
ン
ス
教
室

第
46
回
絵
画
展

広告

さ
ん
ぶ
ん

浴
衣
着
付
け
教
室

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ヨ
ガ
教
室

Ｓ
Ａ
ー
Ｆ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

会
員
募
集

第
57
回
県
展

入
選
作
品
展
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環境にやさしい大豆油インキ
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新じゃがとディップ添え

栄養成分（1人分）
エネルギー288kcal たんぱく質10.2g 脂質12.6g
炭水化物23.7g 塩分1.4g ビタミンC27mg

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

…旬ならではの味わい…

ぎょうだ 

村
絵
図
の
世
界

159

作り方
①新じゃがいもをよく洗い、蒸し器で30分くらい蒸し、皮をむく。
②ディップソースを作り、添える。
Ａ…ツナ缶と塩もみしたたまねぎのみじん切りとマヨネーズを混ぜ、塩・コシ
ョウで味を調える。

Ｂ…たらこは薄皮を取り、レモン汁・パセリ・クリームチーズを混ぜる。
Ｃ…しょう油・砂糖を合わせ、電子レンジで温める。

材料（2人分）
新じゃがいも…中2個　ディップソースA【ツナ缶小…1/3缶　たまねぎ…20ｇ
マヨネーズ…小さじ2】 B【クリームチーズ50ｇ　たらこ…15ｇ　パセリみじ
ん切り…小さじ2 レモン汁…少々】 C【しょう油…小さじ1 砂糖…小さじ1】

現
在
、
日
本
地
図
や
世
界
地
図
を
は
じ
め
、
道
路

地
図
や
住
宅
地
図
、
都
市
計
画
図
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

地
図
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
内
容

は
実
に
多
様
で
あ
り
、
多
く
の
情
報
を
私
た
ち
に
与

え
て
く
れ
ま
す
。
地
図
の
中
で
も
山
河
や
森
、
寺
社
、

民
家
な
ど
を
絵
画
的
に
表
現
し
た
も
の
を
絵
図
と
い

い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
武
蔵
国
や
相
模
国
な
ど
一

国
単
位
で
作
成
さ
れ
た
国
絵
図
を
は
じ
め
、
各
藩
領

を
描
い
た
藩
領
図
、
一
村
単
位
で
描
い
た
村
絵
図
な

ど
領
域
や
行
政
単
位
を
基
に
作
成
さ
れ
た
も
の
か

ら
、
裁
判
の
判
決
内
容
を
記
し
た
裁
許
絵
図
、
領
地

や
村
の
境
界
を
記
し
た
境
界
図
ま
で
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
絵
図
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

村
絵
図
は
村
の
景
観
を
描
い
た
絵
図
で
、
領
主
の

交
代
や
幕
府
役
人
の
派
遣
、
土
地
の
検
分
、
村
境
や

共
有
地
の
争
論
、
河
川
の
工
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
作
製
さ
れ
ま
し
た
。
村
境
を
は
じ
め
、
家
屋
や

田
畑
・
新
田
・
山
林
・
道
路
・
河
川
・
堤
防
な
ど
が

色
分
け
し
て
描
か
れ
、
余
白
に
は
河
川
は
青
、
道
は

赤
、
田
は
灰
色
、
畑
は
黄
色
、
山
林
は
緑
な
ど
の
凡

例
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
は
寛
延
４
年
（
１
７
５
１
）
３
月
に
酒
巻
村

が
作
成
し
た
村
絵
図
で
す
。
酒
巻
村
で
は
こ
の
年
に

藩
命
に
よ
り
耕
地
や
宅
地
、
寺
社
地
な
ど
村
内
す
べ

て
の
土
地
一
筆
ご
と
に
番
号
を
つ
け
、
面
積
と
所
有

者
を
記
し
た
「
番
附
札
建
帳
」
が
作
製
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
併
せ
て
絵
図
も
作
ら
れ
一
緒
に
藩
に
提
出
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
南
が
上
、
北
が
下
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
当
時
の
利
根
川
の
堤
防
が
絵
図

の
下
方
に
あ
り
、
そ
の
上
に
酒
巻
村
の
集
落
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
黄
色
が
畑
、
灰
色
が
水
田
を
表
し
て

い
ま
す
の
で
、
畑
の
多
い
村
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
絵
図
中
央
を
東
西
に
流
れ
る
の
は
北
河
原
用

水
で
す
。

酒
巻
村
は
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
利
根
川

改
修
工
事
に
よ
り
、
多
く
の
民
家
や
寺
院
が
移
転
し

ま
し
た
。
こ
の
絵
図
に
は
堤
防
沿
い
の
草
木
や
家
並

な
ど
、
今
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
景
観
が
詳
細
に
描

か
れ
、
江
戸
時
代
の
村
の
様
子
を
知
る
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
郷
土
博
物
館
　
鈴
木
紀
三
雄
）

酒巻村絵図

梅雨の晴れ間に収穫された新じゃがいもは表皮が薄く、水分も多く、うまみ・香
りを十分に味わえます。
じゃがいもはビタミンC、カリウム、炭水化物が豊富です。肉類、乳製品、大豆製
品をバランスよく組み合わせてとると丈夫な体づくりに役立ちます。おやつ、おつ
まみ、パーティー料理として蒸した新じゃがいもとお好みのディップを添えて、旬
を楽しみましょう。


